
一迎の1:JA~と J5 えられ、 中央部で

分かれる。SK198仁織は深さ約30cm

を計り 、鍋底状を呈する。 SK199上

~~Iは深さ約 1 5cmを計り 、 鍋底状 1ζ落

ち込むが、rll央官ISがピット状』ζ必ち

込む。

S区 200士 清 (第 165似j)

SO 193満状遺構と後続すると考

えられる。ノド守護}jJ巴を1し、深さ約

40cmを計る。

SK 201土 療 (第 166嗣)

ノド整長方形を呈し、深さ約65cmを

計る。J:!ll上は妙1¥1であるが、南按及

び北経の-mslζは粘土.を塗り付けた

ような状態で、底面にもみられる。

文、11<分が少々 妓っており 、木屑、

籾般ミ与が検山した。

第 164凶 SK197・ ?
198・199七割高 l 

SK 200 ・
SO 193 当竺

m
 

n
d
 

各層出土遺物

基本的には、第 1Wi耕作土、第2附褐色砂質

上、第31M1Iff褐色砂質上』ζ分かれるが、調代lズ
。

南側はM位分額が困難であり茶褐色砂質上とし、
第 165凶 SK200 t峨|

調査区北東部の一部lζ赤褐色紗質土がみられる

が、乙れは第2附と|司hv，である。

(第2層出土遺物)(第 167，168側、区l版旬、96) 

E-125、 E-127、 E- 131は内黒土師

諸派である。 E-125、E- 127は体部中央部 。
よりややド方lζ段をもち、へラミガキを行い、 第 l附 ISK 201胤 |

院

m
 

n
L
 

E- 125は丸底気味で手持ちへラケズりを行う。 E-128は高台で、台邸内外商にへラミガキが施

され、光沢がみられる。 E- 129は体部外面がヘラミカ'キされ、底部は不定方向lζカキ目を施す。

E-131は丸l底を呈し、へラミガキが施されている。 E-126は黒色処理を施さない上師器t(-であ

る。体部外l町中央msよりやや下方iζ段をもち、段を境iζ して上方は横ナデを行う。手持ちへラケズ

リを行い、丸JJIを呈する。色調は赤綴色を単し、 胎土、焼成~tIζ良好である。 E - 144は土師器型

- 140-
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頭部が「く jの字状を呈し、外面は縦位

方向のカキ目を施した後にへラミガキを

行い、内面は績位方向iζカキ目を施し、
A-r 事，

口縁内外面は横ナデを行う。胎土に砂粒 ~. . ~- 脳

出 、焼成…5く鰍炭伽 I11J 護主 /
付着がみられる。Eー 145は小型の土師 E -154 E -155寸 。
器J!!IC把手の付いたものである。体部は 第168図第2届出土遺物

野:7

4溢婚• I 
空~ .=: • 
言亘長主主Z冒 E 
'C:弱点温... -- . 

E-156 
10cm 

やや球形を呈し、頭部は 「くJの字状を呈する。口縁部内外面lζ繊ナデを行う。赤燈色を呈し、焼

成良好で、外面lζ煤状炭化物の付着がみられる。E-132-Eー 138は須恵器不。 E-139、E-

140、E-143は須恵器台付吋である。 E-132、E-133、E-136、E-137は底部切り縦し

は回転へラ切り、無調整。 E-132は内外面lζ火ダスキがみられる。E-1331i焼成がやや弱く 、

他は良好である。E-134の底部切り離しは回転へラ切り、軽くナデを行う。外面lζ火ダスキ及び

重ね焼痕がみられる。 E-135は底部切り雛しは回転へラ切り、へラ状の工具によるナデを行う。

胎土に砂粒及び小石粒が含まれ、焼成は良好である。E-138も底部切り離しは回転へラ切り、ヘ

ラ状の工具によるナデを行う。胎土、焼成共に良好で-ある。 E-139、E-140、E-143は底部切

り厳しが回転へラ切り 、高台を貼り付けた後周縁部iζナデを行う。 E-139は灰禍色を呈し、胎土、

焼成共iζ良好。E-140は外面に自然紬がかかる。背灰色を呈し、胎土に小石粒を含み、焼成良好

である。 E-143は灰白色を呈し、焼成はやや弱い。E-141、 E-142は須恵器蓋。 E-141は

偏平なツマミを有し、 天井部外面には回転へラケズリを行い、切り離しは不明である。内面には fか

えりJがつく 。背灰色を呈し、焼成良好である。E-142は天弁部外面ICへラケズリを行い、切り

縦しは不明。外面に自然紬がかかる。官灰色を呈し、焼成良好である。 E-146、E-147は土鐙。

Eー 148は須恵器裂の破片を利用した円盤状土製品。E-149は鉄斧で、整部と刃部からなる。盤

部は袋状を呈し、両端が密析する。断面は隅丸の長方形をなし、銃化が著しい。Eー 150は鉄鍛で、

先端部が欠損、茎部の断面は四角形を呈する。鋳化が著しい。 E-151は口縁部から頭部にかけて

段を有する土師器製。E-152は沈線聞に述続刺笑文を施す。 E-153は平行沈線を巡す。 E-154、

E -156は弥生式土器で同一倒体の破片であり、E-155、E-156は接合する。

(第 3層出土遺物) (第 169、170図、図版96、97)

E-157は内黒土師器付である。内外面iζへラミガキを施し、丸底を呈する。底部内外面の器壁

が剥落し、特iζ外面が著しい。E-158は手担ね土師器序で、やや椀状を呈する。胎土iζ小石粒を

含み、焼成が弱く、維な作りである。E-159は内黒土師器高原。杯部外面中央部lζ軽い段を形成

し、段を岐にして上方が償位方向のへラミガキを施し、下方及び係部と脚部の接合部周辺は斜位方

向へへラミガキを行う。勾〈部と脚部の接合箇所は割れ口iζより観察される。色調は暗褐色で黒色部

- 142ー
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分がみられ、胎土、焼成共IC良好である。 E-163、E-164、E-166、E-168は土師器費。

E-163は比絞的小形で、顕部が「くJの字状を呈し、口層部が外側につまみ出されており、ロ縁

部と顕部に段を有する。外面が縦位方向のカキ目、内面は工具を強く仰し付けてカキ目を施す。色調

は赤禍色をなし、胎土、焼成共に良好である。 E-164は顕部が fくJの字状を呈し、口縁部から

顕部にかけて段を有する。外面が縦位方向のカキ目、内面は横位方向のカキ自を施す。胎土lζ小石

段を含J.J.，、焼成は良好である。E-166は顕部が 「くlの字状を呈し、段をもっ。外面は綴位方向

lζカキ目を施した後lζ、荒いへラミカ'キを行い、内面は償位方向及び斜位方向iζカキ自を施す。口

縁部内外面は績ナデを行う。胎土1ζ砂柱、小石粒を多量IC含み、焼成は良好である。外面のー官官及

び内回全体lζ煤状炭化物の付着がみられ、底部iζ笹葉痕をもっ。 E-167は作りの良い土器で、底

部iζ木必痕をもち、数枚重ねて敷いてある。 E-168は顕部が 「く lの字状を呈し、外面が縦位方

向のカキ画、内萄は績位方向及び斜位方向のカキ目を施す。胎土lζ小石段が多く混入し、焼成は良

好である。底部iζ木葉痕をもっ。E-160、Eー161は底部切り厳しが回転へラ切り、無調務の須

必器保で、 E-160は宵灰色を呈し、内面1ζ自然軸がかかり、 E-161は灰色を呈し、共に焼成良

好である。E-162は須恵器蓋の破片である。外面中央部は回転ヘラケズリがみられ、内面κかえ

りがつく。 骨灰色を呈し、焼成良好である。E-165は須恵器短顕量。ロ縁部は短く垂直IC立ち、

口容{$が外側lζ少々つまみ出されている。外面lζ自然軸がかかり、刊灰色を呈し、焼成良好である。

E-169は鉢型の器形をなすと考えられる純文式土器である。円居上iζ4個の大突起と中聞にそれ

ぞれ小突起が付され、突起聞には辿続刺突文を施す。口縁部には 4条の沈線が巡るが、上からl条

目の沈級は大突起と大突起を連絡するような沈線で大突起の方へ向って切れる。上から2条自の沈

綴は2個1対の小溜状の突起で区切られている。体部はL{:1it節斜縄文を施文し、煤状炭化物の

付lfがみられる。 E-170は鉄鎌で、刃部は内反りする。鋳化が著しい。 Eー171、E-173は口

一/
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縁部から顕msにかけて段をイIする上師詩型で、E-171、E一172は同一例体で接合する。E-174

E-175は須必器大型のn縁部で、大きく外反し、クシ目による波状文が飽されている。lnJ一例体

で後合する。 E-176、E一178は縄文式上器の破片である。

(茶偶色砂貧土出土遺物) (第 171、172、173、174側、反l版97、98、99)

E-179 -_ E-182、 E- 186 は内見土r.lti (，~j1'である。 E- 179 は体滞外面中央;{iSlζ事長い段をも

ち 、 段を墳にヒHIJ~へラミガキ 、 ドJj及びl底部はノド~方，;，]1ζカキ"をbちした後iζ、へラミカ'キをfi

う。内IfIiIまへラミカ'キを行う。 E-180、E-182は小破)-'，ーであるが、体郷外[面中央部iζ段をもち、

対応する内l面にもくびれを訂する。へラミガキが施される。 E- 186 は、ド!氏で内向S<lP~IC¥1.ち上り 、

11鋭部がやや外反する。外[偏はカキ LIを施した後κへラミガキをiiい、l人llftiはへラミガキをhうが、

ヘラミガキは維なものである。E-183、Eー 185は上師(，i5，:.;j!fの脚部。 E 184、E 185は!11

色処即を施し、E-183は村部が欠出しているために不明である。 E-185は脚;部内IfliIc.it2りかと

E -204 

E -205 

第172f61 ぷ禍色砂質土出土遺物
o 10 crn 
卜一一「一一一寸



行えられるをIJ械が必められ、 :容がみられる。 E- 201 は小慢の 1:師6~位。 体mll立丸u，k)をもち 、 期f司i

が f く J の下状に外I又して立ち上り内湾する。ロクロ務形され、 外t(liはhVí(\~}jI;'J 111..び斜似)jl;，)Iζカ

キ"を絡し、服部は約l維にヘラケズリを行い丸底をadし、内t(li11愉(li)jl;，)Iζカキ11を施す。!約七tζ

小石柱が~:，tIζ泌人し、 焼成は良好である。 E-202 は t師掠銀。 矧泌が I く J の了:t~に外IX し 、

段をもっ。ε 187、E 19..Jは須忠器t(-oE-187、Eー189、E 1¥:l3Iill¥U:lWJI)織しが(II(転

へラ切り 、1IIt必彩。 E 1891i以(1 色を2 し 、 胎".に紗靴、 小イ it\~を~:，tIこ乃み 、 -t;'~IJXは剥い。E

1931i ，f(ね焼泌が.æめられる。 E - 188 は腹部切り緩しが(111+"，糸切りと JEえられ、ほ/~~&び体ド部

に(II(+L.へラケズリ t~tJ~容を胞す。外而U鋭部及ひ~P-J túiにはfl 然有I1がかかる。 E 195、E 197は須必

6.~ fi f.t t~で 、 服部切り雌しは(11抑止へラ切り 、 高f?をlL'i り付けた後lζ川村市i乙)- tAi fう。 E 197 

は内1(lilζ主義のf.tl1が必められる。E- 1 98 は須必需州のほ却で、 怜状 〉くはへ フ~~ r.! 11こよりナテ:鴻

物、 外J.'ð'立川恥ヘラケズ ')をIñ!iし、切り離し不明。 E- 199(ま ~Ji.'.!.t加盟の I IhtmS" E -200、E 203 

はなi必:ili説。 E 200 はりJ り縦し不明で、 天}~fflSからh ISiSlζかけてゆるやかにftfl$']し、Joi ì~iSよりほ

ぼ[I'(f(JlC折れIJlIり(1制郊に至る。 E-203は偏平なツマミをもち、中心部(J.~ )ずかにj従if.総状を'止

する。(11'.ムヘラケズ 1)凋整を絡し、切り縦し不明。 ε-204、E 205は;!u!.(出火位。J七lζJ.LI必を

at:すとJfえられ、外l偏はギ行タタキ坂痕、内面は同心円状のアテ似泌がぷめられ、外I(IIIζIHf.{泌が

巡る。 E 204の内Ioiliナデを行う。 E-206、E 213は11縁部から矧却にかけて[伎を(jする 1:

師掠担。 E 214 は 2 条の、何 f詑線が巡り 、 カキ副がみられる".帥j 6.~担? E 215 -E 219 li t 

録。 E 220 -E 223は砥石で、いずれも 4lUiを{史川し、E 222は孔を穿，たむので、E 223 

は31(lilζ喜IJ線状の使flHi1がお:しL、。石質は、E-220が事語版行、E 221 -E 223 が桜色，t(~kむ

である。E 221、巳 225はu1刀。 Eー 224は切先を一部欠陥。11'(1(11ζ切り込んたIJ，jtくで、JJ.!J

は切先lζむかうに従って刺広となり 、手線で、鋒は 「ふくらつく Jである、弘行IS&ひJJ.!}の.;lISlζ 

は木1'1が銃刀する。 E-225も切先が欠fi1o l?<.は斜めに浅い刈1>くで、J)lJ(j切先lζむかうに従って

委2F守or三塁。f手。f計
とさま=-~・h 一一一ー，

五乙戸士二ヱミ三ミ ~ ~，~ 

訴でささ竺ミ? ，F ==虫色:... ， 
~一一-;;; . 圃-~~-ーー.. . 
三妙まさ 1 ， 
- -て=τ子・ 明 -........- . 

一一一V 毒f
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幅広となり、手線で、怖は fふくらつくJである。 E-226、E-232は刀チ。 E-226は両区で、

刀身邸はわずかに外反りする。E-228は刃区。 E-229は茎部で、万区。 E-230は茎部で、区

は不明。 E-231は木質が鋪若し、区は不明。 E-232は万身の破片。すべて手線で、E-226、

E-227、E-232の鋒は「ふくらつく Jである。 E-233は鉄鎌で、刃部は内反りし、木柄器業

部の折り返しは刃部lζ対し直角である。 E-234 -E-236は鉄鍬で、茎郷隆行面は四角形を呈し、

も 。
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E-234、E-235の先端部は偏平である。鉄製品はし、ずれも鋳化が著しい。

(赤織色砂貧土出土遺物) (第 175、176図、図版 100) 

E-237、E-240の底部切り離しは回転へラ切り、無調獲の須恵器坪である。E-237、E-

239は一部に自然軸がかかり、E-238は胎土に小石殺を多量に含む。 Eー240は底部がやや丸底

風を呈する。 E-241は須恵器合付杯。底部切り縦しは回転へラ切り、高台を貼り付けた後』ζ周縁

部iζナデを行う。青灰色を呈し、焼成良好。 E-242は紡錘車。 E-243は砥石で、 4面を使用し

ており 、かなり磨滅し、 l面lζキズ状のものがみられる。石質は緑色凝灰岩である。 Eー 244は鉄

織で、先端部が欠泊し、断面が四角形を呈する。 鋲化が著しい。E-246、E-247は口縁部から

頭部にかけて段を有する土師器鑓である。 E-245は須恵器大型の口縁部で、クシ自による波状文

がみられる。

(出土地点不明遺物) (第 177図、図版 100) 

E -248 -E-250 は土師器鍵である。E-248は体部下半及び底部が欠損。頭部が「く」の字状

を呈し、段をもっ。外面は縦位方向にカキ目を施した後lζ縦位方向iζへラミガキを行う。内面は横

位方向及び斜位方向附キ目を \一 一見~ =7 ト -下 手
施した後に縦位方向iζへラミガ ー E-237 て二」コ二一 '

E-238 
キをまばらに行う。口縁部内外

面は横ナデを行う。内外面全体

に総状炭化物の付-Lfがみられ、

器肉が薄く、もろい。 E-249

は頚部が「く Jの字状iζ大きく

外反する。外面は縦位方向iζカ

キ目を施しているが、かなり磨

滅し、特lζ上半が著しい。内面

は横位方向lζカキ白を施す。胎

土』ζ砂粒を多誌に合み、焼成は

やや弱し、。輪組み痕が明瞭に観

E -241 

間1
ζコEー 243 。

-'~ 

一議
…一一wE -246 

第 176図赤褐色砂質土出土造物
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赤褐色砂質土出土遺物
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察される。 E-250は口縁部及び体部が約%程欠損する。外面が縦位方向のカキ 目、内面は績位方

向lζカキ目を施す。淡黄色を呈し、胎土、焼成共iζ良好である。輪蹟み痕が明隙iζ観察でき、底部

1ζ笹葉痕をもっ。

(E地区出土瓦)(第 178、179図)

E地区からは住居跡のカマド、埋土、それに包含府等から平 ・丸瓦片が出土している。出土瓦は

凸面が純白叩き痕、凹面は布目痕跡を有するもので、乙れまで秋回城跡外事B築地遺構等から出土し

た瓦と同種のものである。 しかしE地区で検出された遺構は住居跡と一線の掘立柱建物跡のみて、

“ 
E-248 

E-250 

。 lOcm 

E -249 
第 177図出土地点不明遺物
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S 1 160住尉跡埋土出上

S 1 16t(主婦跡.I!)!土出 1:

S 1 162住魁跡.lIll土HI1: 

S 1 164住居跡略上lilt.

第 178凶住府跡出 t瓦
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瓦を使川したとJ5・えられる建物跡は検出されていない。なお鈴瓦、佑子11瓦は山上していない。

<'f.瓦〉

、ド瓦は布U、栃仮痕跡Z浮から一枚造りと桶巻造りの技法が必められる。

凸面の純白叩きは、大郎分が長軸方向IC直線的に胞されているが、 E-258、E-260のように

斜方向の場合も必められる。また叩き仮は縄目痕跡から縫察して数縄問のL:!-!をHJいていると.i5-え

られる。

凹UIIの術IJ はi七校的細かく 、 織目もあまり乱れていない。 (tj端が(l~lflïの側紛内011)1ζ必められるも

のはE-255、また側車止にまで布目が及ぶものには E-260がある。 t.fL.!以外の瓦は E-252、E

-254、E-257、E-262のようにナデやケズリ等の二次整形が施されている。特に E-254の

凹而側紛は、ていねいなケズリが織されている。側面の面取りはE-255が:断、その他はすべて

ー而取りである 。 !日I絞りの14度は凹面を上にした場合、 側面がほぼïf~ Ii'UJ状態を示す。 また E-- 258 

E -260 -E -262凹面には、府I巻造り痕跡と考えられる巾 1cm-3.5 cm.f'Jlの板状の凹みが認めら

れる。

<丸瓦〉

丸瓦は、I?瓦iζ比絞し量的にかなり少ない。また有段丸瓦は数点のみIHl:している。成形は円筒IC

粘上を迭さつけ、乾燥後二等分する技法を用いる。したがって側面κ は分:'!IJI師と分'~J した際の非整

形而が辺、められる。乙の場合の分割線はあらかじめ円筒状根fll乙取りつけられている陣状の凸材に

よるものである。凸面は、純白の叩き仮で叩き締めた後、縄Hをスリ消しているが、スリ7rlしが不

ト分で純白の技作するものもある。

丸 ・手瓦問I仰ζ共通する糸切り痕は、少片のため、糸の入る位置やJir"jについては明織ではなし、。

第W章総 括

第 1節 A地区の調査について

A J1l!1X:のJl~砂肘!日からは、 土砂4墓、 土験、 滅状追綿が検出されているが、乙乙では，.に上JAI'i基に

ついて巧えてみたい。

1:J~9i>告がつくられた位出をみてみると 、 北西部、 中央部iζ小鮮としてのまとまりがあるように思

われるが、 l句点部をのぞきはぼ全戚につくられており、プロック1u.位の併としては促えきれないよ

うである。形態は、 )J形、不銭形を呈する ST001、010を除いて、徒約60叩-1.2 mの範聞に人

る円形、 m円形を呈するものが大部分であり、深さは、約20cm程度が紋も多く、深いものでも約30

叩位で・ある。ほとんどの土検畠lζは、焼土、木炭が含まれ、ST006、009には乙れらの他にζぶ

し大の僚が多数人れられており、焼けて黒くなっているものも多くみられる。ILl上遺物は、火第人

付の細片が多く、副IJ~品として 「六文銭J が納められているものもある。 ST 018、 l基は土葬人

付一体が埋葬されている。
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次iζ聞係形態iζついてJ5・えてみたい。上J己のように上場基内には、焼 t、木炭、焼けた後はどか

入 ってい る ζ とはどから上輸~内で・火タしたとも考えられる(花 I )。 しかし、焼上、木炭の川か

少なく、焼け面もみられないこと、また上蝋諮問辺iζ焼上、木炭なども散乱していない乙と、さら

に111Lする人"，)"もきわめて制);-である乙となどの状況からみて、 60cm-1.2 m ほどの tJ.\9tJ.~内で・火

鍔にすることは若千無煙があるように，也われる 。 むしろ他の場所で火仰にふし、 Eな遣H'判官i・1・?:~

等lζ納め、制~;ーは焼土、 木炭はどと ー紡iζtJ:民族内 1ζ開発したと巧・えた)jが妥、可のように思われる

次 Iζ、乙れら上t検事鮮と遺跡内で・検出した{也遺織とのl災I.i!l!を?とえてみたい 遺跡寸?は、佐竹氏

が秋川』ζ移去t(される以前Iζは rliii械町 、 後城田fJの町、IT.かあったことが?alられておりし;1;2 )、

これを山づけるようにC地区からはill物跡、tt-r_j跡が倹IIIされた。また、 ili跡のuUj約 IfiOm-

200 mの焼山同役付近には、妙党ふ大:/，!!，'f跡があった乙とが知lられている。 l'抑'ttt~を倹:1\ した八

地区は、 ー段尚い地区であり、 上順応以外』ζ上減、滞状.i11t'l1が倹:11されただけである。以上のこと

から舵i.Eすると、乙れら 1-，桃J.U'tl立、U!i存』ζ付随する築地跡とJ5・えられる。また付近にふ院がイf..tE

していた ζ とを J5・慮すると 、 与院の培岐として~える乙ともできる 斜地跡iζi晃l.i!nする迫物として

は、B地lズSX043から塔婆仮、C地区から宝僅印絡が:Ll1:している。

以後iζ、 上峨JJ;ーが営まれていた時lUjIζついてみると、 6)占の l刈IrIJ.~か ら1oÍ11~事 E1222として f六五cn.J

か:1I1:しているが、乙れらの8銭は年代にもかなり1mきがあり、1I.'1JUIを決与とする決めFとは必すし

もならない性絡のものであるが、h立も新しい「供武i凶:F.Jにそのf.Htりを求めるならば1411t*じtfiか

符えられる し、また土猟基埋仁内HlI'.の遺物をみると、小川・であるが ST008から、珠洲陶制作に

よると前4101、14世紀後半IC位{出ずけられる、球洲系陶器鉢の11制部カ{II¥1:し、 ST009、020か

らは山瀬μ'~?nの破片が出上している乙とから巧-えてもほぼ14 11t*t.!-15世紀を中心とした時期と

J5・えてよいよう に思われる。 さらに、乙のA 地区土.l\Si五I~I'Jは B 、 C地区とl刻rl!する迫慌である ζ と

を引舷すると、存続期聞は遺物からみると大きく 13世紀から161It*t.!ql!誌の時期がJ5・えられるが、文

献によれば鹿長、元和の頃まで町、IT.がU.(f.していた乙とが.It.!されている Ul:3 )。

政 l 他的出入 q1Jltの的多 - 低|湖町追跡の淵資 一 r J) J~J文化財 9J S54. 9 

乙の'IJで円形上輸邸内で火作し、そのまま樫持した例が.ft.!載されている。

;tE 2 内111式ぶ『菅江点澄自fiTt!l.!Jf 11<のI(fi影j手凡主bl!洋文I.I(S.44 

ωE 3 ，.;) t 

第 2節 B地区の調査について

8地いくからは、 SX 043円形邸穴状追綿 l基が検出されただけで、他の.i11mは認められなかった。

以ド SX043 ドJJf~竪穴状追織を槻叫し、俄能な らびに年代について巧・えてみたい。 SX 043 PJ If~盤

火状mfi'ljは、地山砂1Mを蝿 り込んで・つくられた長径約15m 、 短径約 12.5m、深~約 5.5 mでほぼ円

形をa沿いほ;'fflがね;鉢状をなす火線艇なものである。腹部は短期1mのうちに上砂が埋ったと々えら
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れ、約1.5m 1.. 此の[而が本.ill備の機能を架していたと!41われる。 このことは、 砂カ~:".ií分自~JlC般化し、

非常1こ1/，1~ 、 ÚIÎをJf.%k していること 。 さらに、 こぶし大のinJ JJ;i石が似つめられた状態や、 fÎlí訴した形

で多数..2められることから判別できる。

JfR tl l l からは、 ~ll tの陶舷誌、 水型品や、 犬 ・馬f?などが役焚された状態で:1 1 1:し、また I::".iiから

JIlII存した時も多数泌人している。以上のことを含めて本.ill協のtt怖を行える上での特徴をあげると、

あ I1こ、多数検11Iδれている僚はみ;米この周辺には..2められfi.いものであり、 3らに人為的{ζ倣き

つめた出跡む‘æめられる。 あ 21ζ、般化してII~ くな 勺 た I(IÎ 、 さらにそれを実主似ると幼砂くがあるこ

と、ま たJfH1..が必山て・あり、木製品のjJJ(f状態から行えると7itに水カ崎1・，ていたと吟えられる ζと。

苛~ 3 1ζ、み:ittm以外iζ1，'J.iUlζ.il!怖が必められず、.!s，百(H'ir-Jじにおltれて作(1:するこ となどかあけ'ら

れる。

I，'~ .illィ;;は、"'Ilt-近II!初JUJIζ民訴が存復していたことが文献1".からも|リlらかであり<.H:I )、後

城jfl跡か ら Illl't-近 w初期の治制として 、 A地区から上敏~f，'下、 C .ttl! 1べからは也物跡、 JI:I '跡が険:U

されている。 乙れらのζ とをJうえ合せると本遺稿は集泌のJ~I，;J貯水h1!i~立としての搬能を*していた

ものと汚えられる。(f続期間については、C地区出土迫物からみて131It*t.!-161It*t.!'I1虫、ω時IUJが吟

えられるか、 SX 043から出 tする遺物は主に15世紀-161lt紀ぷ必を'11心とする時IUJか吟えられて

いる。これは、!u訴以盛時には貯水胞設として機能し、荒療してきた時JUJすはわt)1611t*己IIIs以降

にはイミ川物の投祭場になった乙とをあらわしていると思われる。

ぺl 内111氏ぶ 『符uuJ.l澄臣賞Tt!J!Jr水の江頭~J 平凡社*'字文版、S44

第 3節 A、B、C地区出土の陶磁器について

山 l: した陶継続は倫入陶舷である古・磁、 白艦、 染付、 I~内iÆの Ilï瀬I i ・ J!~問、.e!;洲系陶結、 越IÌ可、

1.'1;11、!liIC小li・で・あるがm忠掠、土師器、，jjミ縞色上器がある。このように，'i代から'1川町、 近Ilt初副

iζ此;，Vl つヂけられる泊物の1 1:1土があるが、 泣的には古・6革 、 古瀬戸 - J応部、 fAi洲系I，~d~~Iζ、まとまった

資料を似る乙とができた。

こ乙では B、C!tHT<のILIt陶敏器を中心にその機相について概観し、 11:代iζついてふれてみたい。

ff儲としては全rlqで??泌的iζ出上している通弁文鏡、綾花1mがある。k1i弁文飾はIIJμ;の汗J彰によ

るもので、S自のIりi服はらのから、不鮮明なもの、吏に錨のfJ.いものまであり、制10.も恨んだ1';色、

桜色を:;;びたもの、総色のものなど極々泌められる。乙れらf字彫によるIIJIよの必弁・文俄の年代につ

いては131り己-14世紀(宋 ・元)のものと考えられている。又、.iill1rの鋭化した14-15陛紀iζ位置

するものなどがあるは1:1)0 B地区で多く出上した乙まかいえli弁、いわゆる.iill弁錨文の備は前述

のIIJI.よの汗.彫によるk1i弁文敏より後出で15-16世紀、或いは明中期15111J己ぶから16世紀末と巧-えら

れる tJI:2 )。 乙のX!iで8地区出上の中IC見込みに l顧氏……Jの刻印の.aめられるものがある。
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類品は県内で・も秋田市八回山の沢長者屋敷、横手市金沢町金沢柵跡などから出土しており、比較的

内陸部までその分布をみることができる。口縁がやや不規則で内面iζ荒いn日j花文が施されている綾

花肌は乙のζ まかい蓮弁鉱文の碗と伴出する乙とが知られ、やはり 15世紀末から16世紀末、明中期

tζ位白づけられている(註3)。

白磁はし、わゆる口禿の椀が l点あり、乙れは13世紀から14世紀にかけて畿南でhl産されたものと

いわれ、器形的には福岡市今禅古基出土の ものに類品をみる乙とができる(誼4)。 白磁のIDl類で

は比較的厚手のっくりで軸は黄味を帯び、やわらかい感じのもので、高台』乙浅い削り込みのある例

が認められる。又薄手のっくりであるがやはり紬は乳白色の小盃、更にやや古-味をおびた透明性の

紬のかかった肌、 小盃などがある。いずれも明中期 15世紀末から 1 6世紀末と考えられ、 ~i品は石川

県小松市波佐谷左械跡、福井県一乗谷朝合氏追跡、広島県草戸千軒H汀泊跡などi乙みる乙とができる。

染付はB地区出土の渦巻状の唐草文を外面全体に配し、見込みに草花文を描iいた皿、又C地区出

土の使化された玉取締子文、腰部i乙光苦状のパショウ文を欽射状にあらわした皿などがあり、知品

は福井県一乗谷?)l倉氏遺跡などにみられ16世紀と考えられている UI:5)。

以上輸入陶磁頬は13世紀-16世紀末までの年代で、宋、元から明中期まで・の製品と々えられるも

のがある。

次j乙園内産の陶依頼についてみてみる。古瀬戸 ・ 美濃といわれる!天柏、 鉄利lの施利1除J~~の tU上が

ある。乙乙では占瀬戸 ・美濃の厳密な識別ができなかったが、形態、技-法などについては桝崎彰一

氏の古瀬戸の編年と対比した(誼6)。器極としては吾炉、総瓶、四見線、pq耳官官、、下均ii、天白茶摘、

小皿、卸し皿、小仏花瓶などがある。香炉は袴腰で口径が器商より大きい偏平なもので低L、:}決起が

つく 15世紀中頃(占瀬戸第 4 段階) 、 総瓶は厳手と花文を組み合わせた丸彫り進IJiil~文織が施され、

14世紀代 (白瀬戸第3段階)、四足盤は折縁で!底部からの立上りがやや外IC.聞くもので14世紀代

(古瀬戸第3段階)の製品と考えられる。卸しmはし、ずれも口縁部が聞き気味で、しl緑端部が折り

返されるものがあり卸し皿と しては後出のものと考えられ、14世紀 (占瀬戸第 3段階)から15世紀

(1日l第 4 段階) 、 平I宛は削り出しによる高台で体官官が直線的に聞き 、 U縁直ドで内屈する器)~で和l

調もいわゆる貨瀬戸といわれる賞味を帯びたものと、輪高台で'j.L味を，措肝ひ，γfたこ体部で

のがあり、前省は、15世紀末から16世紀中葉(第 5段階〉 、後者はζ れより前出の形態と考えられ、

14世紀前半 (第 3段階)、天目茶椀は削り出しによる内反りの高台で、口縁u¥IFがわずかに内屈し

段を形づくるもの、口縁を内屈8せ丸くおさめているものがあり、前者は15世紀末から16世紀中葉

(第5段階)後，首は乙れより前出で15世紀代(第 4段階)の年代が考えられる。小皿は削り出しに

よる低い台の付くものとロクロから切り離しのままのものがある。施軸が口縁のみのいわゆる縁紬

1111が多いが、全体』乙胞軸し見込みに印花文のあるものがあり、底部は染付小即を模倣したと思われ

る碁筒底となっている。いずれも15世紀末から16世紀中葉(第 5段階)と考えられる。以上のよう

に古瀬戸 ・美濃の製品については14世紀(第 3段階)から16世紀中葉(第 5段階)、南北朝期後半
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から室町JI1J後 'I~. までと 与え られる製品が沼、められる。

II~内政の陶?，ii としては他に妹洲系陶日目、 位前がある。 総 Jiíjは側体数も少なく lリ J Û(~でないが 1 411t紀

後、1"-1ι位凶づけられるU縁部敏片の111t':があ った (JI:7 )。

珠洲系陶器は従米まで抹洲陶そのむのであるか、 地Jじ停のものかIUI~ とな っ ていたが、 Jù近 、 以

内にも中山陶探の;祭跡があることが舵必され、製品が.Etlffl陶の技法、形態Iιltl似するものである ζ

とが判明した(政 8)。又、珠洲陶の研究を，[(ねて こられた Jj悩~)，長崎氏の御教'1えによると 、 み:.iû跡 1 1:

1 :のものは胎 1-.、製の LJ縁の刈幣などに妹洲陶とはYI1な る J.0.iがある と のことで、 ここで'ir~1州系陶

磁の名称をJIJいた ただ、編年については、占同氏ω獄洲陶の尉年i乙従勺た(.，U))。

除洲系向認の:r~flJi ，ま旅洲系IriJ除 、 盟、 df、 片 11鉢のJ~み: 3 器屈で、 官官 1ζ も妹洲陶でい う A~P と 、

B純の技法・が泌められる。 全体形のIjJl係な出上遺物を妹掛l陶の編年におI比 してみると、J¥i1鉢で

は球洲第IVJUJ (14↑世紀後半) 1乙位附づけられ、 !底m~í'怜 lト.糸切りで LI*.式市は肥肉 i乙っく り:1 '1 され、 山

絡が水平、或いはわずかに内傾し、卸しUは8-10本を1t則改とするふ;い~綿で、 qi.位間はやや川

陥をもつものである。文、内傾するU総形態でU縁部i乙波状の櫛歯文のあるものも多く認、められる。

乙れらを従米、占岡氏はV期 (15世紀)としていたが、.lJ.!1ιrJ紛形態などから紛i分し、VWJ (15i1t 

紀後半)、VJWI (15世紀後半)、VlJJI1J( 16 世紀前半)を設定している<.l1: 10)。 この分~iの詳細につ

いては明篠でないが、 口縁形態を観察する限りにおいてはV-VUIL対比されるものが必められ、特

lζB地lぎからの/l:l上が多い。他に第U、第凹期にみられる級編11は卸しUで， 11S:;':l~I"J転糸切りものが11\

t している。 型は打緑に伝大径をも ち 、 期古都が明鍛に くぴれ、錨部1乙極かい灼松を~りつけた 11紛

で第W期比対比される。文、同織に短かい角縁、ごf緑を取りつけたらのもあり第IVWJ以降と汚えら

れる。他l乙第 (]JI1J (13世紀中誌)に対比される長い口総形態で・先端を外1111させわずかに'JIきだした

ものがl点出上している。

t豪州系陶器には以上のように第OJl1Jあるいは第mJl1J(1311t紀中葉から1411t紀前、引に比定される

ものがC地区から数点出土 しているが、大部分が第IVJI1Jあるいは第VJI1J以降で、8地区からは特iζ

第V期以降 (15世紀前半以降から16世紀中葉)の製品が多 く出 1'.した。

出土陶総~~を概観すると以上のように、紛人陶艦は末、 Jとから明中Wl、 1311t紀から 1611!紀、 Ilq Jl7~

陶器もほぼ|日lじ、 13世紀中葉から161世紀中集iι位世づけられる妹洲系陶器、1411t紀から16世紀中挺

に位置づけられる古瀬戸 ・芙漉のIHtがあり、遺跡の存続JI1Jlmが長期比渡っていた乙とがうかがえ

る。更に、厳衝な出上自の対比は無いが、球州系陶器は第IVJI1J(14世紀後、t~) 、第 V JI1j ( 15 世紀前

、1") 以降 、 市制I~ ・ 夫漉では第 4 ・ 5 段階 ( 15世紀から 1 6例紀中葉)、 官・織、I'J敏 、 染付{ま1 5世紀か

ら16世紀の明rpJI1Jの製品が最も多く認められ、15世紀代から16世紀中1告に後城遺跡の必盛期を求め

る乙とができょう。

よJ:I 矢宮{Hl明 f日本tLl土の庇*8.J代の陶EIlJr臼本:11¥上のIIIIJiI陶EaJ東京向、，i:T.9物館街 1978 
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注2 長谷部当陸自同 ru本111よの元 ・明の陶硲J r日本出土の中国陶磁J 1978 

J13 I，~上

註4 1，;1 上

注5 1斗上

細川:県教η1Hl会0Jl.(J氏追跡調査研究所 r一葉谷朝倉氏沼跡VI・氾J1976・1979

δ6 相略的影-r瀬戸J r世界陶硲全然3 日本中世』小学館 1977

，tt7 点.lt..lt~ゆiせ陶探検討会 (鈴鶴岡 1980 ) Iζて、福井県陶芸館In中関久氏よりご教ぷいただい

た。

在 8 M内IC於いて、 .ツ井田fi支谷沢と I句外村大畑iζて2足跡を篠æ、 大知J~策跡は I OOO W8J)1ζ先制調子Eを

íiっ ておりflH~H'f作成rjlである。

柱 9 行附1，)1ωrJJ1Ii"t . ~長洲J r世界陶舷会ID3日本rp世』小学館 1977

.tt 10 ，与問脱船 r.lヒm・uUtのIII世陶泌をめぐる問題J東北 ・北陸qqぜ陶探検討会資料 1980 

第4節 E地区の調査について

E地民で・は奈良時代から平安時代の集絡が検出されたが、乙乙ではその住凶跡の変遷と出 t遺物

等について若干の巧・察を述べてみたい。

住Jo!l跡

竪穴住附跡は E、 F地区合わせて33ft検出された。 乙のうち F 地庶検出の住民跡は、附和52~12

月の試縮凋査時11:.儲aされたもので・、グリッド調査を原則としたため住肘跡の腕肢等κついての詳

細は不明である。

さて E地区で検出された32鮮の住居跡は、すべて飛砂崩上に綿築され、さらにその上部は Im-

5mの成砂が組っている乙とは先11:.述べた。また当地区においては、住届跡の変濯を巧・2持するHIJIζ

特市しなければならはい.i1'!織がある。それは住居跡群を方形iζ取り阻む渦状.i1'lfMである。本迫織は

ームu.1't状を'止するが、。剣査の結m底面ICいくつかのピッ トが検出されるところから抑制J(あるいは

垣)、塀の住を開設するための布錨地業と考えられる。

乙の柵ダIJii'U."'，まある時期の住肘跡と歪桜関係にある乙とが判明しており、当地l在住日・跡の変濯を

知る上でiff~な泊初となり得るであろう 。

当地区検出の住居跡変.ìrllζは次の数項目が重要な基準材料と~・えられる。 一、住J.s跡相互の111極

二、カマド付設方|旬、位位、 三、倒ダIJ遺織と住居跡の重龍、そして必後iζ各住居跡出上土器の比較

検討である。

なお住J.s跡lζは SI記号を付しであるが、本節においては単iζ番号のみとする。

まず屯捜している住居跡プロ ックでの新旧については、新しい方から 165→ 170→ 176→ 177号、

187→ 191 叶90号、160→ 167→ 168号、 161→ 174号、 162→ 171号、 169→ 172号、164→

181→ 172号の前後関係が成り立つ。
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カマドは付設方向によって二大別できる。すなわち東壁と南壁lζ付設する場合である。東壁付設

のカマドは、主制lの異なる 182号と東壁南寄りの 163号を除けばすべて北寄りに位回する。 一方南

壁付設のカマドは、壁の西か東側に位置する。ζの場合は 165、170、176号と 168、167号の重

桜関係i乙認められる如く新しくなるにつれて東側に移築する傾向が認められる。しかしカマド個々

の相逃については大きな変化は認められなし、。乙のように見てくると遺稿の切り合い等によ ってカ

マドが検出されなかった住居跡についてもある程度の推測が可能とは ってくる。すなわち、177号

は束壁北寄り iζ、184号は*壁lと付設されている乙とが考えられる。次に方形lζ回る柵列泊織との

関係はどうであろうか。重復関係にあるのは 182、185、186、189号であるが、いずれも柵列迫

紛が住居跡に先行している ζ とが661認されている。さらに品も遺存状況の良好な 182号と比較する

ならば南に接する 181号もカマド位置、主制l等から推測して同時期とする乙とが可能であろう。柵

列迫構と住居跡については、 その方位を異にする 181 、 182 号が柵列m~~ よりも凸く 、 その他の住

居跡については主軸がほぼ同方位を示す乙とから柵タIJ迫織と同期か新しいものと考えられる。

以上のように住居跡の重抜、カマド、主軸等遺構商を中心1ζ考えてくると次の如く W期iζ分類す

る乙とができょう。

第 IJ羽は柵列迫椛より古い住居跡、182. 185、186、189号であろう。

第E期は東壁北寄り iζカマドを付設し、比較的小形の住居跡、162.174、175、177、183、

187号である。

第皿期は南壁西寄りにカマドを付設する住居跡、161、164、176、168、170号である。

第rv期は南壁東寄りにカマドを付設する住居跡、165、169号である。

その他の数e肝の住居跡については形態的に何期i乙分類できるか不明なものがある。例えば167号

は、カマド位置を考えれば第W期lζ分類できるが南壁がま ったく悶ーである乙とから単なるカマド

のみの作り密えの可能性も考えられる。また170号は、165、176号との重艇が認められるが、カ

マド位白を考慮すれば第血期lζ近い時期が考えられる。

そ乙で次IC、もう一つの項目である出土遺物の比較検討によ って時期変遷あるいは形態的lζ分類

不可能だった数軒の住居跡についても考察を試みたい。

出土土器

出土土器は土師器、須恵器と少量の瓦片である。量的には土師器聾類が品も多く 、須恵器類は比

較的少い。したがって時期変遜を考察するには形態 ・整形で特徴ある土師器鍵の比較検討が妥当と

考えられる。瓦は秋図減の外郭築地線の調査で多量に出土しているが、後域遺跡出土の瓦もま った

く同ーのものである。少訟とは言え同ーの瓦が出土する乙とは、集落自体が秋田減と密接な関係に

ある乙とを示唆している。

第 I期とした住居跡でも っとも出土品の豊富な 181、182号についてみてみよう。土師器杯、高
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1不は非ロクロl或形で内面は紫色処埋が施されている。高原は低い脚が付き、ま不都は内外面ともへラ

ミガキが施されている。また内外面には段や綾は必められなし、。畿はt導手で長胴、目|司の揺りが弱い

とい う点では他の型類と同様であるが、個々の相巽は繋形段階において最も特徴が認められる。矧

部は単lζ 「く 」字状iζ大きく外反するもの、あるいは顕部から口縁部lζかけて数条の段が巡る両者

があり111的iζは後者の形態が多い。また口属部は平面的に繋形され、さらに中央部に沈線の問みを

訂するものと、わずかであるが丸昧を宿びた両者が認められる。休部整形は内外面ともカキ日を施

し、外面においてはカ キ目後に縦方向iと紛lかいへラミガキを施す。上述の形態、整形技法と頬似す

る土器は、178、180号から出上している。180号のカマドは南議付近で検出できなかったことか

ら点憎の司能性が考え られる。しかも第nJUlとした 176号iζ切られている乙とからしても第 i期に

分類する乙とが4能で-あろう。

第日JUJIζ伴う土器の特徴は 1 75 、 187 号の却に沼、め られる。 第 1 Mの特徴であ 勺 た~JI1郊に数条の

段を何する型は認められず、単lζ鮪部lζ一条の綾を有し外反するのみである。またしi属部は、千而

的なものから丸味を得びたものへと移行し、単調な整形となる。体部終形は外IIuのへラミカキが省

略され内外面ともカキ目整形が主体となる。

須恵器f不は少日で腹部切り縦しはl旦|転へラ切りで-無調鐙で・ある。

第皿期Ir.f辛う土器は、出土:lJlが少く不明な点が多L、。IIlJUJの特徴は須恵掠係のIU1:;ががTMJIIする

乙とである。際|化可能な土器は少いが一般的には、底径が大きく 、j氏首都からのす上がりはやや斜め

方向、切り縦しは回転へラ切り無謝盤である。なお164、170号のカマド内から、形態的lζは自ij1'i-

とほとんどま~(t.1するが、 底部切り離しが回転糸切り無調絡の須恵器Xf、が一点、づっ出七している ζ と

は千百怠する必援があろう。土師器鐙は形態、整形等法本的iζは第nJUJと矧似する。

第W期は169号のカマ ド支脚として使用された特徴あるま盟が出土 している。器形は丸!必の砲.jtt)巴

を星し、 口縁部は鮪音I~から「く J ::f:状 lζ外反し口唇古~~近くで短く出 ír.する 。 体自~~の務JfJは中央i~i~か

ら下部はタタキ、上部はロクロ整形を施す。全体的に薄手で焼成は良好でUlI!質、色凋は明符.色を官

する。ζの土器は160号の床面からも出土しており、カマドの位出問題は妓るが、IIJ上 t掠につい

ては第W期の住居跡群iζ位置付けられよう。

他iζ5l1 I1l 期 iと伴う妓と問機な整形を施した鈍が出土 しているが、 期苦~~のクピレはそれほど副去で

なく緩い曲線を錨く 。

以上、住肘跡分類の各JUlIζ伴う土師器聾を中心にした出土土器を比較検討した。中でも第 I. n 

IVJ切にそれぞれ整形技法の相呉があらわれていたが、乙ζで型の変濯を考える意味から再度技法に

ついて1Q約 してみよう。

U縁部周辺の鐙j巴技法は、頭部から口縁にかけて数条の段が巡り、口容部は平面的でかっその中

央部iζは凹みが巡る。体部殺形は、内外面をカキ目で鰹形した後、外面のみ縦方向のへラミガキが

施される。乙れらの特徴は次の段階でほとんど姿を消 し、 勤部は単lζ[く」字状になり、口層部は
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丸味を帯び単調化する。また体部整形ではヘラミガキが省略され、カキ日のみとなる。そして絞後

の第IVJIJJの段階でまた大きな変化があらわれる。すなわち白紙舗は fくj字状i乙外反し、 IJ属部で

さらに短かく直立する。また体部は外商上部がロクロ整形、 ド部はタタキが胞され丸底となる。乙

の t掠については秋田械のI~H1150年度第17次調査(設 1 )で・1議穴住/.~i跡から出土している。 部 17次

，~'di・t検出の住居跡は 6 併lζ分制されたが、丸Jまでタタ キを「ドう盟が山上する時期は第 3 1î~で 1.il 0.:/"'; 

跡からはIlil転へラ切りの須J官、器係、 (I~転糸切りで切り縫した般化炎焼成Jド内議の祁形上様、秋i目減

でJうと ζろの赤禍色上器 (Jl:2 )がほぼlõl率で伴出する。 後減遺跡においても第 m JlJJ以降、 ~JüH

掠』手蹟が附加する現象は第げ次..lHiの場合と額似する。

乙れまで各期の土器形態、鱗形校法"!J.の特徴を述べたが、その変遷はu'lt妄編年&と 与え られるし、

川H与に住附跡の1VJIJJ分史aも新旧関係において大過ないものと勿えられる。

さて、いまだ県内においては上掠制年がii{O'J.されない割状iとあるが、以後iζ各JQ]Iζおける"1;'代に

ついて若 f.J5・祭を加えてみたい。

まず第 1J羽の住居跡群とそのIU上上器についてであるが、以内ではまとま ったけ¥t例がきわめて

少い。 秋田戚では第14次調査の土取り穴(在 3)、第19次凋夜 (証4)の築地築成時の縫Mh'1からそ

れぞれIU上している。また秋田城以外で土師器聾の顕部lζ段が巡る.1:f1iはお野山占境 (Jl5)、m
川i1'!跡(詑6)から出土しているが、いずれも体部のへラミガキはdめられない。上述した11l跡は、

いずれも明確な年代的議付けがなZされていない。しかし秋田減11:1上の卜.掠についてはし、ずれも築地

築成時である ζ と、すなわち出羽織が高消11<岡i乙遷白された点、ドJi年 (733)を大きく Fがらない

だろうという乙とは言える。したがって第 I期の住居跡はやや年代1れをjよくと って8f1t紀，jij則1奈良3

から後則前議頃と考えられる。

第lV.It11については、169号カマド支脚使用の費が年代想定の好資料であろう。丸底を世し外1mが

タタキとロクロ盤形の施されている聾は、払回栂遺跡、昭~U50年度第 7 次必査において上撤より

f泌伴二年J ( 849 )銘の木簡と~~伴している(註 7)。また 1.;1 l:卯tから'I_!)転糸切りで体却に川転へ

ラケズリ凋整を胞し、般化炎焼成の亦縞色土器が出土しており、乙のJ七伴|対係は所j述の秋山械部17

次必ずE地の脇合と近似する。しかし後城遺跡においては須xn掠州知の11:1上本がやや低い乙と、み補

色七器がほとんど認められない乙とから時期的iとは嘉梓;年の木簡よりわずかで・あるが遡る乙とが

行えられる。すなわち第IVJO]は9世紀前期後葉頃と想定される。

第mJlJJについては年代想定の指偲とすべき好資料が見当らはいが、強いてあげるはらは 164，170

りのカマドから出土した須恵器呼を本げる乙とができる。形態的lζは凶転へラ切りの特徴をあらわ

しているが、底部切り縦しは回転糸切り 、終調整の土器である。乙のような形態を有する須忠探杯

は秋Illrli;.J杉山 2号窯跡tJ:l上(注8)の州と借似するものである。同窯跡は2基調資され、 l り;~

は91世紀前半 (100年を前 ・ ~þ ・ 後期の三区分とした)で廃業、それを受け継いで 2 号..~誌の生産が

開始されている。乙れから第四期は9世紀前期前葉、また第 日期は8世紀後期後葉頃lζ一応位白付
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けておきたい。

2主I 秋111市教育委員会『秋国威跡』秋田城跡発樹調査続報 昭和51'年3月

注 2 註 lのP48. 81 

設 3 秋IIldi教育委員会『秋田城跡』秋田城跡発術調査概報 昭如50年3刀

J14 

1l{1f1J52年3月

注5 丘城glUT教育委日会『岩野LJJJ岩野ILIr片鹿野第三次発掘i調子t綴告{!~ I~H1I50年

tl: 6 rllflU~1凶 rl lU{沼mUI土のポ係資料である。 現復土誌は秋問県立時物館蔵

.tt 7 l.ムUJ揃調子電必務所の船木義勝氏より御教示をj~Jた。

.tJ:8 秋山考古学協会『手形山議跡』 附利50i]二2月
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ぷ 1 A地区ILl七市銭

各局位出土占銭

遺物語?り 銭貨名 初 錨 年 字体 背文 :I:l 七 地 J1 直径(%)

A --29 開元i必宝 13 621 隷書 A.'vI-47、ぷ土 24.8 
ト一一ー

A -30 11 11 11 11 AA -AC -38-42、.&t 25.3 

A-31 J乙t(i.illi宝 北宋 1093 3長苫 AJ -41、成砂hv; 23.8 

A 32 11 11 11 11 A-38、第2肘i収納色紗 24.6 
トーーーー一 一一

協 I1臥A-33 11 1111 倍野 AJ -39、第2hv;~;Y制色砂 24.3 

A-34 11 11 

ート
" 11 AJ-38、第2Jf(; 11託補色砂 24.4 

A -35 11 11 11 11 AA-AC-38-42、必 |二 25.2 

A-36 11 11 " 3長哲 11 26.0 

A -37 供-武i国宝 明 1368 権¥!r- 11 24.9 

A-お 7k楽.illi宝 11 1411 11 11 25.3 

遺構内出土古銭

遺物t寄り 銭貨名 初
トー一ー

鰭 年 字体 1t文 111 t二 地 点 IU径(協)

A-11 元給過宝 北宋 1093 行書 ST002 24.7 

A-12 1/ 1/ 11 3長曾 11 24.8 

A-13 開Jじi必宝 底 621 隷啓 ST006 22.3 

A-14 虫宋通宝 北宋 1039 緒書 11 24.7 

A 15 話枯通宝 11 1056 3葉書 11 24.6 

A-16 作符i且宝 11 1008 指曹 ST008 24.7 

A-17 兄佑i必宝 11 1093 行啓 11 24.1 

A -18 屯宋i必宝 11 1039 指哲 ST009 27.2 

A-19 7c{!t通宝 11 1078 行容 ST013 23.7 

A-20 照雄:jじ'主 11 1068 構暫 ST015 24.4 

A 21 JC佑i必:主 11 1093 ヨ長 官 11 25.3 

A-22 元符i泊宝 11 1098 " 
11 23.9 

A-23 洪武i泊宝 明 1368・ 指 書 11 23.2 

1¥ -24 11 11 " 11 11 21.6 

A-25 制型元宝 北宋 1094 策暫 11 23.7 

A-26 天明元宝 11 1023 指書 SX042 25.3 

A-27 2宋.illi宝 11 1039 篠宮 11 25.0 

A-28 冗給油宝 1/ 1093 1/ 11 22.8 
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ぷ 2 B地区‘SX043円形樫穴状遺格出土古銭

jft物寄り 銭 1'i名 初 錨 年 字 体 背文 tl1 上 地 点 直径(係)

B- 91 1m元通宝 JJi 621 線曾 過柳内埋土 24.4 

B- 92 1/ " 1/ 11 11 24.2 

B- 93 }説、下元宝 北 宋 998 精密 11 24.8 

8・ 94 天盟元宝 " 1023 3長 3 11 25.0 

B- 95 虫宋通宝 11 1039 権占 11 25.2 

B- 96 11 " 11 11 11 23.5 

B- 97 " 11 11 後~ 11 24.8 

B- 98 1/ 11 11 精 書 11 25.0 

B- 99 重和i函宝 " 1054 来世 11 24.7 

B-IOO 成績元宝 " 1068 11 " 24.0 

B-101 元盟通宝 11 1078 行 苫 11 24.5 

B -102 11 " 11 11 " 23.9 

B-103 11 11 11 11 11 24.0 

B-104 ;e給過宝 11 1093 3長 t空 11 24.4 

B-105 紺盟元宝 11 1094 11 11 24.0 

B-106 11 11 11 11 11 23.4 

B-107 11 11 " 行書 11 23.5 

B-108 盟宋元宝 11 1101 " 
11 23.6 

B-109 洪武通宝 明 1368 精舎 福 11 23.7 

B -110 11 11 " 11 11 23.8 

一
B -111 11 11 1/ " 一銭 11 22.5 

B -112 11 11 11 11 11 22.8 

B-113 永楽i通宝 11 1411 " 
11 25.0 

B-114 立徒、通宝 11 1426 -33 11 11 25.6 

B-115 治手通宝 北* 1064 筆書 11 24.4 
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友一 3 8地区SX043円形竪穴状遺構出土

図示木製品一覧友

極額図版番号 寸法 (cm) 特 徴 “日 AFJ a 

8 -116 11 i毛 9.4 - 内而』ζ赤漆、 外rmは~U漆がゆ~ fli 文総ノド旬l
漆JlIl

，~・:} 2.0 されている。

8-117 Ji室経 3. 7 - 外耐{ま以漆、 内i師は"J~様。 .t日~I欠m

t言~ 不明 -丸みをれ って立ち上がる。

8-118 底径 5. 7 -内I耐は亦漆、外tuiは!H漆でぷ漆 上部、If;if?は欠mがJ野

I~口~ 不明 で上絵をつける。 しも、。

-文様は松?。

8-119 成径 5. 3 -内面亦漆、外面!、.U漆』ζ亦漆で上 上，';11欠拡i

高 不明 絵をつける。

漆腕
-文綴は総?。

8-120 口径 19.6 . ~漆iζ赤漆で上絵をつける。 腐蝕しておりいびつに

I!・3-a1 5. 4 -丸みをふ司て立ち上がり 、日絃 なっている。

部が外反する。

8-121 底径 7.5 - 内面赤お襲、 外函~漆で底部外面 1:.;';11欠ti1

言I4±r 不明 iζ赤漆で上絵をつける。

8-122 底径 7. 4 -内面赤漆、外面宗主漆lζ赤漆で・上 上部欠m
1L・4・』 不明 絵をつける。 文線不lリi

8-123 底径 8. 4 -内面赤除外面黒漆IC赤漆で・上絵 上部欠JU
写，.... 生~ 不明 をつける。・文織は波iζ千鳥か?。

8-124 径 30.0 -巾 2.1cm、厚さ 2mmの柾H仮を 級生IHXを使川

r~ 4.1 使用し桜皮でとじる。 J~板は竹釘

でとめている。8ケ所に穿孔あり。

8-125 径 9.6 - 右I~!I りに絞を二市花巻き桜皮で 柾LI.flえを使川

1手口h 7.2 とじる。 版部LI'~ml'ζ穿千しあり

山物 8-126 径 9.0 • fま板だけである。

昆 0.6 

8-127 I育同会5 3.8 -曲物の破片であるの 必ELl1fXを{史JH

l享 0.35 -あわせ自 2ケ所を桜皮でとじる。

8-128 h-一::j 5.8 -幽物の破片である。あわせ目桜 -bl.主l板を使HJ

l亘 0.36 皮でとじる。
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f 法 (ω| 特徴 ((.1 得7

129 ，:~ 4.0 ・曲物の破片である。 征IltAを使川

911物 ト
I't 0.6 

8 1一30一「高 イミIリ! -曲物の破片である。

32 

0.6 ・非常に欠但している。

(9.jゅ |・附仮の四隅を切り訴す。側似 i.t，'I'-I<l>がみあり

2.6 iま底仮の内側lζ人る。各一辺の

:ヵ所を舷皮でとじている。

8 132 民 20目 3(6 .j'lう》 -隅を切り務とす。 l欠lt1t'，，'，

~3 
l'メ 0.5 

M 31.2 (9 .]'5う)う -隅を切りt容とす。 I XlW 

I'J. 0.5 ;ヶj所』ζ桜皮でとじた.~がある。

B 134 M 32.2 (9、J'7ゆ ・隅を切り洛とす。・斜方IC切傷の IhEII仮使川

1'/ 0.7 ような痕跡、文一部焼け乙げあり。』 欠lu，'，，'

B 135 1 M 22.6(6.j州 ・腕切り泌す 一一 欠ltia'，，'，

JJT 0.6 ト・切り{訪のような出跡あり
トー . 
B 136 iえ 24.0 (7 .1'3分) ・間を切り泌す。 ・桜皮でと じた 1欠HI，'，，'，

!t/. 0.5 と思われる穿孔は認められない。
‘ 

24.4 (7、n分) ・隅を切り浴とす。 続II~使川

J'メ 0.5 欠lW，，'，
伊ー ーー ー「ーー

B 138 1M 23.6 (7、1'2分) ・隅をわずかに切り泌す。 flF.11似使川

折敷 I 1 J'J. 0.6 :ヶ所lζ穿孔あり 欠liI"lI"

B 139!以 • )Lみをふたせて聞を切り訴す。 flEl1依{史川

06 -斜}Jr:'JIζ傷あり 欠ll1o'，，'，

8 140 rbJt . 
17.3 (5 .]'2分) - 院~を丸く切り泌す。 .tll川阪(史川

0.6 火liI"II"

h3 111 民 26白 2(7、]'9分) -斜めiζ切り訴している。 tlf.11割以{必JIJ

1'/ 0.6 |・:ヶ所lζ桜皮あり。 欠Ill.'lI". 一ー

B 17.0 (5 .)'2分) ・丸く切り絡している。 tlF.11似{必川

0.3 欠lW，，'，

B 113 13.2 (4、1') -隅を大きく斜めに切り訴す。 続111反使川

J'メ 0.7 欠lilt'，，'，

日~刈l
4ト

8 -問を切り落す。 .IF.II fti使JlJ

1'/ 0.5 • t窃あり。 欠m.'，，'，
十

18.0 (5・1'5分) ・隅を丸く切り泌している。8 1，15 M ~F. II 阪{安川

1'/ 0.5 欠ttitu'，
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友一5

邸主n阪l版番号 寸広・ (cm) オ寺 徴 Jb d 

B-146 長 不 明 -隅を切り落す。 fJl七1~反使川

厚 0.6 -とじる穿あり。 欠tU.¥ill

B-147 長 不 明 -とじる穿lζ桜J支が付着している。 紙IJ似使川

l以 0.5 欠lt1，IIfJ1
B-148 長 20 (6寸) -人:キく ぺI交に切り泌している。。 柾IJ1以{史川

Jtf 0.5 欠tt1.'U
II

B-149 長 20.4旬、J'2分) -とじる穿IC桜皮が!-t.j"i'している。 tiE 1-1韓民1史川

fQ: 0.5 欠tlir'，l，
B-150 長 20 (6、j') -右f.討{反を使用している。 欠陥J，A

l立 0.4 

B-151 長 21.1 (6寸4分) -中央部iζ切り込みあり。 紙11似使川

厚 0.8 欠fU/u1J

B-152 長 23 (7寸? -隅を切り泌す。 柾ト|似使川

flj 0.4 欠tu品

B-153 長 20 (6寸) -隅を切り漉す。 紙1I板{史川

l逗 0.5 -とじる穿あり。 欠JUst111

B-154 長 23 (7寸) -隅を小さく切落す。 征臼仮使川

折敷
厚 0.6 - とじる桜皮が付{~している。 欠1i1(11I11

B-155 長 19.2(5寸9分) -隅を切り滋す。 征11阪{史JH

nj 0.6 -とじる穿あり。 欠tti，'d，
B-156 長 19.4 (5寸9分) -隅を丸く切洛す。 tjf.11似使川

l亨 0.5 欠出品

B-157 長 25.4(7寸7分) -隅を丸く切り 落す。 flELI似{史川

JY- 1.0 欠t11I'II'1

B-158 長 不 明 -庇目肢を使用 している。 欠担iJEtsg

l亨 0.8 

B-159 長 不 明 -削を小さく切り泌す。 征1-1似使川

JIJ. 0.5 -とじる穿あり。 欠lil品

B-160 長 25.6 (7、t8分) • I叫を若千切 り溶す。 t骨;固め{使川

J立 0.4 -とじる穿あり。 欠tUI'III，
B -161 長 16 (4、J'8分) -隅を切り泌す。 tiElI板{史川

上正 0.7 -切り似多数あり。 欠JHJiA

-中央部lζ穿孔あり。

B 162 長 27.8(8、1'4分) -切り傷多数あり。 征日敏{史川

Jl，l 0.6 欠陥JA
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必 6

組組 凶版番号 寸法 (cm) 特 徴 倫 J号

8-165 長 22.8 (6、J9う》 -隅を大きく丸みをふたせて切り 征目板使月}

厚 0.8 訴す。 欠m品

8 -170 長不明 -隅を小さく切り泌す。 柾U仮{吏円j

厚 1.2 -桜皮あり。 欠如J，l，
折敷

B 171 長 24 (7 -j・3う》 -隅を小さく切り洛す。 柾目仮使川

厚 0.5 -とじる穿あり。 欠m品

8 172 長 25.8 (7 -J8う》 ニヶ所を桜皮でとじる。 欠m品

J!! 0.4 
一 iB2iO 長 -両端を尖らせている。20.1 

rtJ 0.65 

8 211 長 24.83 . )t端を尖らす。 菜%か?

同1 0.84 

8-212 長 20.48 -両端を細くしている。

巾 0.8 
一8 213 長 21.3 • loLj錨を尖らせている。

rtJ 0.75 _. 
B 214 長 23.18 • r品}端を細く尖らせている。

rtJ 0.65 

B 215 長 20.8 -両端を細くしているが、特iζli・

巾 0.7 端を削 って尖らせている。
一8-216 長 20.55 -両端を細くしている。

?守
巾 0.9 

8-217 長 20.7 • lil~地をわずかtζ制くしているの

け1 0.7 

B 218 長 21.1 -而j端を細くしている。

巾 0.7 

8 -219 長 22.0 • Iゐj端を筑11く尖らせている。

巾 0.65 

B 220 長 21.4 -片端を制く尖らせている。

rtJ 0.8 

8-221 長 20.1 • I河端を細くしている。

rt 0.6 

B 222 長 23.1 • III~端を網n くしている 。

0.8 

B 223 長 23.9 -両端をわずかに制くしている。

i 
巾 0.6 

- 168ー



表ー7

高Bii |刻版iff号 、y 法 (cm) 特 徴 lGii x 
B-224 長 22.8 • r南端が若干細い。

0.8 

B-225 長 21.9 -両端が若干・細い。

0.8 

B-226 長 23.4 - 両端を制くし 、 特 lζ n'~泌をうたら

コ円;
0.7 せている。

B-227 長 23.6 • III~端をわずかに制くしている。

rtJ 0.8 

B-228 長 22.8 -前j端を制くし、}け;日を尖らす。

0.7 

B-229 長 .24.0 -片端を制くしている。

0.7 

B-182 (漆器) -漆器椀を利用して柄をつけてい

底径 6.6 る。漆器は上部を切り訴してい

高(現存部)2.0 る。
柄杓

(柄) -柄は漆器の!ま部iζ4本の竹釘で

長 27.2 とめている。

厚 0.8 

B-183 長 30.4 -偏平な叡の両端を削って柄部を fiE LI ti使fI1
/!}. 0.7 つくる 焼け乙げている

B-189 長 30.6 -うす仮の両方から切り泌しハゴ 似あり

厚 0.5 板状ICつくる。

B-185 長 32.0 -うすい板材の片面と切り rtt;J 枇上H反似m
厚 0.58 状につくる。

へフ

状木
8-186 長 34.2 ..f1R材の片面を切り泌し「蛇j状iζ作 i窃あり

~口口口
厚 0.8 り加工を施しメ:JgjSのように作る。焼け乙げがある

8-187 長 24.6 -片面を一方から切り訴し 「砲了」 向あり

j手 0.6 のようにつくる。

8'-188 長 不 明 -片面を切落 して加工している。 椛1::1板使川

J!;L 0.7 

8-169 長 22.6 -片面を斜めに切り泌して加工し

呼 0.6 ている。

8-189 長 29.8 -両端の析装部はV字状iζ加工さ 舗の取手と!思われる

取手
厚 2.0 れはめ込むようにな っている。 一部焼けている

-若手部分は務千丸みをあ ってい

る。
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表-8

極顕 図版番号 寸 法 (cm) 特 徴 備 車各J 

8-190 径 不 明 -円形iζ加工している。 柾目仮使用

厚 1.0 欠損品

8-191 径 12.8 -円形に加工し、斜lζ切っている。 柾目仮使用

J!l- 0.6 

8-192 径 15.8 -円形iζり1)i著し斜tζ切泌す。 柾目板使Itl

l豆 1.2 -中央部左側lζ桜皮あり。

8-193 径 不 明 -円形lζ加工。 4正H仮伎町

厚 0.9 -下端部IC桜皮あり。 欠出品

8-194 t歪 不 明 -端部は丸味をふっている。 右E目板{吏刷

見 1.2 -中央部左側lζ桜皮あり 。 欠ln~I~1

8-195 径 不 明 -桜皮あり。 柾日数使則

厚 0.6 -二ケ所IC小苦手孔あり。 欠m"I;~

8-196 径 不 明 -端部は斜lζ加工している。 柾白羽記使川

j♀ 1.1 欠m品

8-197 f歪 不 明 - 円Jf~1ζ加工。 統1=1紋使川

厚 1.1 欠出品

8-198 径 不 明 -円形iζ加工。 欠出品

l虚仮
再 0.8 

8-199 径 26.4 -円形』ζ加工。

厚 0.9 

8-200 径 不 明 -円形ICJJfI工、端部を斜ICtJJ泌す。欠出品

厚 1.2 

8-201 径 不 明 . I'H~Iζ加工、 端部を斜iζ切落す。 欠tu品11

厚 1.4 

8-202 径 不 明 -円形1ζ加工、端部を斜iζtJJ落す。欠f口品

j手 1.2 -切り傷あり。

8-203 径 16.1 -円形iζ加工 し端部を斜IC切議す。柾H板使JH

再 0.7 

8-204 径 16.1 -円形にJm工 し、端部を斜iζ切り 柾白板使用

l以 1.0 落す。中央左側lζ桜皮あり。

8-205 径 18.0 -円形に加工、端部を斜lζ切落す。柾目板使用

惇 1.2 -中央左側IC桜皮あり

8-206 径 17.4 - 円 j~IC加工、 端部を斜iζ切落す。 紙目仮使m
厚 1.0 

8-166 径 不明 -端部を丸みをふって切落す。 征目板使用

i早 0.6 
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表-9

樋;頬 i送|版番号 寸 法 (cm) 特 徴 備 考

8-167 経 22.3 -端部を斜めに切洛す。 笹川敏使間

惇 1.0 
成板

径 不 明8-168 

呼 0.3 

8-207 4韮 イミ明 -中央んf端から巾 2.4cm、長さ 5.4 椛Ij板使!材

l亘 1.4 cmにわたり快りを入れている。

8-208 j圭 19.7 -端部は1しみをふ っている。中央 紙日板{史Jll

厚 1.2 l"rlSlζ柄を揃入したと思われる穿

蓋 あり。上 ・ 下 IL~Tえが並んでい

る。

8-209 j歪 22.4 -中央』ζ柄を掃入する穿あり 、柄 .tJIIェl板使川

惇 1.6 には切り込みを入れ、また 「か

えり Jがついている。

8-163 長 33.6 -内反りしている。上部の右に桜 tJII3板使間

巾 13.4 皮あり、無数の傷あり。

8-164 長 27.2 -内反りしている。全面iζ漆が徐 柾自仮使用

舗の 8.8 布されている。

側板 8-177 長 不 明 柾仁|板使用

巾 4.3 

8-178 長 3.2 -上部iζ何かを巻きつけた痕跡あ 4正U板{史川

巾 5.8 り。

8-230 長 不 明 -線状にしたれのである。 柾は板使用

け1 1.6 

8-231 長 25.2 -先端部を削って尖らせている。

巾 1.6 

8-232 長 26.4 -先端部を細くしている。

rll 1.4 
クシ 8-233 長 28.3 -偏平な仮材使用、中位から細く

状木 2.0 し先端は尖っている。小穿孔あ
舗当民1日日日

り。

8-234 長 32.8 -両端を細くしている。 菜箸?

けl 1.0 

8-235 長 10.9 -先端部を削って尖らせている。 校長l板使用

巾 1. 1 

8-236 長 14‘2 -一端をわずかに細くしている。

巾 0.8 
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表-10

i願期 隊|版訴号 法 (cm) 特 徴 <<ii p d 

8-237 長 14.4 -先端は削って尖らせている。

1.0 -一部省干焼けている。

8-238 長 14.6 柾白板使問

13.0 

8-239 長 13.0 -先端-3lS'ま片側から削って尖らす。 柾国板使川

け1 1. 1 

8-240 長 17.0 -先端部を削って尖らせる。

1.2 

8-241 ;長 17.2 -先端却を削 って尖らす。 征t~~使川

1.6 

8-242 長 18.2 -先端部を細くしている。特iζー

クシ
巾 1.3 端は削って尖らせている。

状木
8-243 長 21.4 -先端を制く尖らせている。 統1-'1，飯{史川

製品
1.3 

8-244 長 22.6 -先端部を削 って尖らせている。 fiEII~1史川

1. 4. 

8-245 長 不 明 - 先端部I(~~あり 。

1.4 

8-246 長 21.8 -先端部を削 って梨11くしている。

巾 1.4 

8-247 長 20.4 - 寸1程から削って行き 、 先端;~iSを

rtJ 1.0 尖らせている。

8-251 長 27.0 -先端部を細く削り尖らせている。

巾 1.4 -先端は丸みをふたせている。

8-256 長 21.0 -先端部を削勺て尖らせている。

1.2 

8-248 長 24.0 -桜皮を巻いた中iζ害状のふのが 桜皮がケースのような

巾(基部)1. 0 入っている。 ふのか?

8-249 長 25.6 -先端部削って尖らせる。 lま羽iは

加工
2.0 片面から削って細くしている。

8-250 長 26.0 -両端を細くしている。全体lζ丸 征白板使同
木

銀日l1
けI 1.7 みをふっ、中央iζ径 1cm程の穿 織機の 「行Jか?

孔あり。

8-278 長 31.6 -両端を細く尖らす。全体IC丸み 織機の部品の 「粁Jか?

け1 3.2 をふっ。中央やや上』ζ短径 1.4

cmの穿孔あり。
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表一II

賄額 以l版添り 法 (cm) ヰ年 徴 fliii ィrJ-

B-252 長 28.8 -一端を凹状lζ))IIX、ふう 一端{ま 柄か?

2.0 ややメLく削っている。
4・一

B-253 長 22.0 -先端を細尖らせ、一綿花{ま穿孔 制針か?

0.8 がある。

B-254 長 21.0 - 先端部を制く尖らせ、 -~~，l 'ζ は 編針か?

ト3 穿孔がある。

B-255 長 22.8 • tjl央部』ζ小さな穿イしあり。 十iF.I-1板使川

1.2 

B-257 lミ 19.8 -一端を削って もj(j状lζ している 柄か?

巾 1.4 
r-一ー-

B-258 長 39.2 -若千九みをふたせて))111'.、 仰の 柄か?

I初 2.4 と乙ろはふくらんでいる。

B-259 長 不 明 -面取りしており 、八角形をedす 柄か?

2.7 る。

B-260 長 22.0 . .m円 J~IC加工、 一端を ~j4状 iζ 鉦トI ~使川

1れ 1.5 加工、先端を細くしている。 十両か?

B-261 長 18.4 -断面を四角形に加工。

加仁
2.8 -傷あり。

木
B-262 長 25.3 -一端iζ段をつけ細く加工し、は 制か?

'掛~日tコ日
1.6 め込む乙とができるようにして

いる。

B-263 長 22.6 -中央がふくらみ、両端は細くな

巾 1.8 る。一端には切り込みを入れて

いる。

B-264 長 19.4 -片端を切り訴し、114ffjJf~ IL ))11 T. 
広 4.6 

rt 狭 2.2 している。

B-271 長 16.6 -片面lζゆるやかな丸みをふたせ

巾 4.7 て加工 している。

B-273 長 25.4 • 5ケ所に柄穴あり 、氷室[を打つ

巾 1.1 ている。先端lζはさみ込むよう

にしている。

B-274 長 32.8 -断面が方形を呈する惨状のおの

け1 1.6 }乙木釘を打ち込んでいる。

B-275 長 24.5 • 1荷端lζ切り込みあり、 納.状ICし 柾目敏使朋

巾 3.8 て木釘を打っている。
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表-12

種頬 凶版番守 法 (cm) 特 徴 備 考

B-276 長 27.0 -先端を斜めIL切り 、その側面2 木札か?

3.4 ケ所lζ切り込みを入れる。

B-277 長 15.6 -先端を若干紺lく)Jf)工、両立;削ζ各 織機の部品か?

巾 1.2 一対の穿孔あり。

B-279 長 広22.1 -両端を*RIくし、Ji.而lζ丸みをふ
3.4 

巾 狭 2.2 たせている。

B-280 長 15.8 -計千DJl状を呈す。中央部iζは切

rtJ 1.6 り込みを入れ、はめ込むようiζ

なっている。

B-281 長 11.4 -俸が:のあのの中央部IC二条の総

iれ 0.9 を切り込んでいる。

B-282 長 不 明 -先端部に丸みをふたせ加工、

巾 1.9 -中央部IC-条の総を切り込む。

)JlL[ 
B-283 径 不 明 -うすく円形tζ加工、周緑はお干 征卜I~{必川

木
厚 0.2 斜めになる。

製‘1
B-284 長 8.6 - 両方から切り込みを入れ、 11f.j~.hl 統II~~川

日日

l平 1. 1 を斜めにそぎ議している。

B-285 長 10 -中央部iζ切り込みを入れ、段を

巾 5.4 つける(柄穴状になっている)。

B-286 長 5.8 -先端部iζ柄をきり、必瑚SIζ穿.fL

lれ 3.4 を施している。

8 287 長 8.0 -一端に 2本の円問状の耐を切り 粧11桜もHII

5.2 込み、側面に 5側の穿孔あり 。

B 288 長 8.0 . ，まぼ方形を呈する。上部先端lζ 糸巻板か?

厚 0.8 小穿Jしを施している。

B-289 長 不 明 - 偏~JZ な~.uを利!日。

4.0 
ト一一一ー

B -173 長 17.4 -両端lζ切り込みを入れ斜1ζ加し 柾目敏使用

rt 3.2 -片側lζ等間隔に木釘を打ってい

る。

B- 174 長 12.6 -ゆるく砲をふたせ加工。

早 0.9 

B- 175 長 8.8 - 片面の角を切り落 し、而には~T

1iJ. 0.3 状のホので{誌をつけている。
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表-13

極矧 欣|版番号 法 (cm) 特 徴 fhii ヨ多d 

B- 176 長 10.6 -両端は斜めにJJII仁、rlJ;団51ζは

加て nt 0.8 苦手孔があ ったようである。

木 B-181 長 14.6 -片岡!両端lζ切り込みを入れる。
t与!!!U口n 

l!，! 0.5 -上 .Fl師iζ釘状のふので事l比政を

っける。

B- 179 長 23.3 -17而LII央とイi上端IL穿fしあり。 紛:11似{史川

屋 叫 0.7 
4民
材 B- 180 長 21.8 • Jt而にて対の穿孔あり 、また t

EZ 0.5 部数ケj明lζ穿孔、傷あり。

B-265 長 24 -一端iζ丸みをふたせて削り尖ら

l立 2.6 せる。さらに下回を削っている。

B-266 長 22.0 -下方を両面から削ってクサピlζ 社11 ~íY.!川

厚 2.2 している。

ク B-268 長 11.0 -下方は両面から削 って鋭利にし
サ
ピ lば 2.6 ている。

B-269 長 不 明 -全体lζ下方lζ向けて両l侃から鋭

厚 2.4 利lζ自1Iってクサピ状にしている。

B-270 長 11.0 -両面を削って尖らせている。 柾LI板{史問

j手 2.6 

B-267 長 18.0 -全体1ζ円形iζ加工 ・先端部を尖
栓

巾 2.0 らせて栓にしている。

B-290 長 9.8 -菱形iζ加工し面取りしている。

厚 0.7 -中央部lζ穿干し ×印lζ械を切 っ

釘 ている。

I~:;'! B-291 長 5.4 -菱j仰と加工 し而取りしている。
し

厚 0.7 中央部iζ若手孔し十字に織を切 っ

ている。ぷ ・以iζ彫刻を施して

し、る。

船j杉
B-292 長 10.8 -平成、船首、船鉛を削り出して

木 if:j 1.8 つく っている。船船の深さは0.6
~~ 口LJlj 

cm程ある。

B-293 :長 8.3 -歯は19本、儲rellは3回m位ある。 挽締

l亘 1.4 練iζは稜をつけている。
術

B-294 長 7.0 -自慢は64:2ド、歯聞は約 Imm程で・あ 続編

l立 1.4 る。事UICは稜をつける。

- 175 -



友一14

~Bti i決l版怒号 寸法 (cm) 特 徴 備 JZ 

B-295 上三 46 • uJI部は山形状を蛍す。先端部は 柾目敏使m
6.4 突している。表面は木村がでて 31痕あるが不明

J'/. 0.5 ρ11目がある。

B-296 長 45.6 -頭部を山形』ζ切り込み、先端部 4正U仮使川

5.2 を尖らせている。 エ巴痕あるがノドiり!

J'/. 0.8 

B -297 長 45.6 -副総は山形に切り込み、先端部 柾LI板{史川

6.5 を尖らせている。木11がでてざ !.~~出あるがイミlリ!

t持 j'i 0.4 らざ らしている。
g板E 

B-298 長 45.8 • ûJÎ :1iSは山J~に 1JIU~ 、 先端部を尖 紙u阪{必Hl

5.8 らせている。木1=1がでてさらざ !~Hiミあるがイえlリl

J~;: 0.5 らしている。

'一B-299 長 不 明 - 副部は山Jf~1C1JI'-.[。 柾II似{必川

6.2 火山JJl

('1- 0.4 ム!.H以あるがイ~rリ l

B-300 長 不 IIYI . lIJj剖SIま1II Jf~1ζJJrl_仁。 ;卜)jli欠1uしていろ

巾 4.3 

厚 0.4 
----ー

B- 314 長 18.6 -先端部SIζ切り込みを入れている。

刊j 1.6 

B-315 長 11.2 -上端灼を切り訴す。先端部iζI;'J

木 巾 1.0 い細くしている。上部に穿孔あ

キL り。
勺

B-316 長 不 Ilfl -先端部は片側lから削って尖らせ 制:11依{史川

川1 2.4 ている。

B -317 長 不 明 -先端部は山形10JII1:している。 征11似{必川

巾 2.0 

B-301 長 17.8 (5、1'9分) - 前方隅丸等で後方は桁円形を~.á i!li幽

け1 8.4 する。台前部前緒穴，(5側が際滅 担ill:=l材もeJIJ

しており左起用と思われる。

B-302 長 15.2(5寸2分) - 台は小判j~を呈する。 Híj緒穴が 迎儲
ド駄

巾 7.7 小さし、。儲は下方iζ向って広が 柾目材使用

る。後歯の滅りが目立つ。

B-303 長 18.2 (6寸) -小判形を呈する。銚緒穴が後幽 紋|ヨ材使用

け1 8.9 より離れている。儲は F方iζ向

いて広がる。後歯が磨滅。
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友一15

防矧 際|版番号 法 (cm) *1 w 的 13' ‘ 

8 -304 長 18.6 (6、n分)-細い小判形を‘止する。(#はドノi A的

8.0 iζI:'Jって広が勺ているゆかなり 似LI材{必川

前滅している陥紡火は後前より

総れている。

長 20 (6、l6分}-小判j杉を叫する。filìíj;~iS J..: 0111が AWr 

9.7 J将滅しておりイ414川と以われる。ttdl材使川

長 20.2(6寸7分)-小判j影を1する。(ijはiたが減っ A肉

9.6 ている。 f~:I I Hf山11

I 8- ~07 長 19.5 (6、J4分) - 小判形を屯する。 I~j P1ir ~í j :~iS 、 fT 述休l

111 9.2 前方msは隣滅している。

8-308 長 21.2(7-1") -小判形を呈する。台後H;1iSは肝 A蹴

9.4 滅して治くなっている。 似1:1材使JlI

8-309 長 18.0 (5寸9分) -締円形を宅する。防縮穴の似i.vt 述体i

ド駄 1有 9.3 は斜めにな っている。台liij.，:':iの fiE LI材使川

前方が特iζ磨滅している。イi[li:

周か?
一一一一一-1

8-310 長 約19(6づ3分) -長楕円形をttす。航続穴li後iii 辿i特

9.4 lζ一部穿たれている。後備は際

滅。

8 - ~ 1 1 長 23.0 (7、1'6分) - 長桁円形を宅する 、 後b主11乙~;:r-
迎肉 一JrtJ 9.4 横緒穴がくい込む。 抗日|材{lt!)IJ

8-312 長 15.8(5-1'2分) -小判Jf3を呈する。後衡はほとん 述{お |

巾 9.6 ど磨滅している。 桃結火は後~ 征11材使川

iζ一部くい込んで穿たれる。

8-313 長 22.8 -長方形を弔する。・41fは)j)巴lζ穿 辿体l

巾 12.4 たれる。鍋は F.l]!cr~'J つ ては、が

っている。後備が際滅している。
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ぷ-16 C地区出土遺物、 遺車線及び踊位

官 依 C -27 第 2 層

C - 1 第 4 届 C -28 第 2 届

C - 2 表 土 C -29 第 3 耐

C - 3 表 土 C -30 第 2 届

C - 4 第 2 届 C -31 SE052弁戸弁制埋土

C - 5 SE052井戸井側内 C -32 第 4脳、 SE057弁戸井側内

C - 6 第 4 届 C -33 第 2師、第4厨

C - 7 第 2 届 C -34 SE 052井戸井側埋土

一
C - 8 2長 土 C -35 第4師、 SE051井戸埋土

C - 9 表 土 C -36 第3師、 SE051井戸栂り方

C -10 表 土 C -37 占え 上

C -11 第 l.irt織面ピット埋上 C -38 第 7 fci 

一
C -12 第 2 居 C -39 SE051 井戸井側埋土

C -13 第 4 府 C -40 第4肘、SE057井戸川側埋上

C -14 第 6 回 C -41 第 4J凶

C -15 第 5 届 C -42 第 6 I~凶

C -16 第 5 厨 C -43 SX 083落ち込み埋土

C -17 SX 108埋土 C -44 " 

C -18 SE089井戸締り方内 白 磁

C -19 SE 115井戸弁側内 C -45 第 2 k1 

C -20 表 土 C -46 li. 土

C -21 表 土 C -47 SX 083議ち込み埋土

C -22 表 土 C -48 第 2 府

C -23 SE085井戸掘り方内 C -49 SE055井戸埋土

C -24 第 6 届 C -50 SK075土物質埋土

C -25 第 l.itlt'1l面ピッ ト埋土 C -51 4長 土

C -26 表 土 C -52 第 l 届
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ぷ-17

C - 53 第 4 厨 C - 79 表 土

C - 54 表 保 C -80 SE058井戸弁側埋土

染 やI C -81 第 l 届

C -55 表 上 C -82 第 2 届

C -56 " C - 83 第 5 府

C - 57 " C - 84 第 4 届

C - 58 " C -85 第 5 届

C -59 " C -86 第 2 居

C -60 " C -87 SE084井戸鍋り方

C -61 " C -88 ベルト内

C -62 " C -89 SX 083落ち込み埋上

C -63 第 2 嗣 C -90 SE055井戸井側埋土

C -64 " C -91 SX 083落ち込み埋士

C -65 " C - 92 第 5 回

C -66 11 C -93 第 2 回

C -67 11 C -94 第 5 届

C -68 SK064土検埋土 C - 95 
SE052弁戸弁側埋上
SX083落ち込み埋土

瀬 戸 ・美濃
C -96 第 5婦、 SX108落ち込み埋土

C -69 第 3 厨
C -97 第 4 層

C -70 第 4R!r 
C - 98 第 l 層

C -71 第 2 回
C -99 第 4 ~ 

C - 72 11 

C - 100 第 3 届

C -73 SE058井戸井側埋土

C - 101 
SX 083落ち込み埋土

C -74 第 3 倍 SE051、056井戸井側埋上

C -75 第 4 層 その他の陶器

C - 76 " C - J02 第 6届、 SE085井戸井側埋土

C - 77 第 2 届 C - 103 第 4 層

C - 78 ベルト内 C - 104 第 4 層
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表 18
-ーー-.--

C --105 第 6制、 SE 087 it-j-1 J"j:併l埋士 C - 133 SE 112 Jt-I i Jt-illIJ.lfIl ，-_ 

』来洲系陶探 C - 134 4長 採

C - 106 SX 108mち込み略上 C -135 ベルト内

ト一一ー

C - 107 I 第 5 削 C -136 第 4 1M 

C 108 " C - 137 第 1，，'1 

C --109 第 4 h'1 C -138 第 61{句、 SEI12Jt-/'}I-側均1l:

C -110 部 6 Wi し ;Jリ 第 4 制

C 111 前 3 h'1 C --140 第 2 h"'; 
ーー

C -112 SE 086 Jt'/iJI・ fill凶~ t C --141 前1) 11'(; 

一 . 

C - 113 m :1 .ii1附I(IIヒット昭，-- C --142 S E 085 )1:1 i Jt-iJIIJ.ttH 1'_ 

C - 114 出 2 1，...; C - 143 l<. 
一一

C - 115 加 5h'1 C - 144 :~ '1 ~"'i 

一
C - 116 部 2 h'i C - 145 ベルト 、Ili"-7 ~v; 

C--1I7 第 3 hv; C --146 部 3 ~'1 
一

C -118 >>. -t 
11 

C - 147 ヨ~ " h'1 

C - 119 第 5 hv; C -148 ヨ~ 5 ~v; 

C --120 SX 083泌ち込み時土 C --149 第 fi ~"'; 

" C --121 SE088 Jt-J iJt仰IJ.llJl上 C --150 第 5 A'1 
一

C --122 第 4 ，，"'; C --151 第 5 hv; 

C --12:i " C --152 部 2 kv; 
一

C --124 ;ぉ411";、 SK059L:狐埋よ C - 153 立'}4-7制ベル ト

一一一
C - 125 部 4 hv; C --154 m 5 1!v; 

一 一一
C --126 " C - 155 SX 083泌 ら込みttH1-， 

C - 127 " C - 156 ベルト第4-7 hv; 

C --128 W 7 1M C - 157 11 

C - 129 ベルト内 C -158 第 4 Av; 

C --130 第 5、6A"i C -159 第 5、6hv; 

C --131 第 4 h'1 C - 160 第 4 ，，"i 

C - 132 第 5 hv; C - 161 第 4-7/M
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必-19

c -162 第 4 fi c --190 第 6k?: 

c --163 SE088井戸)1:側埋土 c -191 ベル ト第6}\~i-7 111 

C -164 第 4 Ii"i C - 192 第 4 11'1 

C -165 第 2 肘 C -193 第 4k1 

c -166 第 5 肘 C --194 第 3 肘

C --167 第 6 肘 C -195 第 4 Ic'i 
ー

C -168 SX 083均年ち込み埋上 C 196 第 6 ~1 

一
C - 169 第 2、第61f'i L 向 197 地Ll l~砂l底上

ー

C -170 第 5 1M C - 198 第 2 li"I 

C - 171 /1 館 前陶等

C - 172 /1 C - 199 ベルト第4-n"j

C -173 第 6 荊 C -200 第 6 肘

C - 174 /1 C -201 SX 108落ち込みt壇上

C -175 第 3 同 C -202 第 6 h'1 

C --176 第 6hv; C -203 第 5 肘

C -177 SX 083 f，喜ち込み埋土 C -204 4長 採

C- げ8 表 保 C -205 第 6 肘

C -179 /1 C -206 第 2 肘

C -180 第 2 肘 C -207 SX 083滋ち込み埋土

C -181 SX 083 i客ち込み埋土 石 製 I tIt， t 

C -182 苛~ ;). I，vi C -208 第 2 I¥"'I 

C -183 第 3 府 C -209 立~ 4 肘

C -184 表 探 C -210 ベルト第 1-4!M
ー

C -185 第 2 肘 C -211 第 5 Ici 

C - 186 第 4 Ic'i C -212 第 3 Ir!i 

C - 187 主主 土 C -213 /1 

C -188 第 4 }，同 C -214 第 4 府
-ー

C -189 第 7 1M C -215 /1 

C -190 表 採 C -216 /1 
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0&-20 

c -217 立~ 4 JlVi C -244 第 4 肘

C -218 ベルト第 1-4wi C -245 第 5 肘

C -219 第 3 附 C -246 11 

C -220 SE087井戸締り方
。

C --247 !'.fi 3 Ir'i 

C -221 SX 083 ~ち込み開上 C -248 SE 058)1・戸井側埋士

C -222 SE052井戸井側母上 C -249 第 2 J:凶

土 製 LJ C -250 第 6 fe-i tJlI 

C -223 ベルト第4-7Jf'i C -251 11 

C -224 SX 063焼土治構 C -252 ~ì 4 Ir'i 

C --225 .&. 土 C --253 第 2 JI'{i 

C -226 第 5 hY; 11 
C -254 j~ 

C --227 S e: 054井戸川;側埋土 C -255 :fi 2 k'i 

C --228 第 2 肘 C --256 ~1 4 }p'i 

C --229 主主 採 C -257 SX 083浜ち込みJ'IH1 .. 

C -230 SK 091上納埋土 C -258 M 

C -231 SX 083泌ち込み.t¥I¥上 C -259 S E 058 ) t-J i Jt-sIIJtrn L 

C -232 第 2遺4諸国ピ γ 卜 C --260 S 1 I11 床rfii

C --233 第 5 Ir'i C --261 第 4 )¥"i 

C --234 SE 058井戸片側埋土 C -262 m 2 I¥Vi 

C -235 第 4 )内 C -263 第 5 }¥"; 

C -236 第 2 }(サ C --264 SE051 )1・Ji JHJIlJJln L 

C -237 第 4 回 C -265 SX 083必ち込みtrJ1l.

C --238 SE 056 井戸)~側埋士下肘 C -266 11 

C --239 第 5 肘 C -267 第 2 /('; 

C --240 SX 108洛ち込み煙土 C -268 ベル 卜第4-7Jr';

C --241 第 2 附 C -269 SE 056井1ゴバ:側埋.上

鉄、銅製品 C -270 11 

C -242 S E 112 )~戸井側製土 C -271 SE 056 井戸)~側埋土

C -243 第 6 I日 C -272 SE 058 11 
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H. -21 

C -273 SE 058 )~ ， in側埋七 C -297 I第 4 肘

C -274 SX 083活ち込み埋上 C向 298 11 

C --275 11 C -299 " 

C --276 11 C --300 " 

C --277 I SK 091 rAiiJiJlt C 3011ベルト第 I-H"i

C』 2781 " C 302 第 5 1M 

C --279 SX 083泌ち込みJillr_ C向 303 第 4 ~Yi 

C --280 第 5 h"i C 304 i.l1 5 hYi 

C --281 第 3 附 C 305 " 

C -282 第 4 hv; C --306 ベルト却 1-4 JI"'i 

C -283 11 C -307 第 4 肘

C -284 11 C -308 sε052 )~}_j)1:倒IJliJl L: 

C -285 11 C -309 11 

C -286 不 明 C --310 11 

C -287 SX 083落ち込み埋土 C -311 11 

C -288 第 5 附 C --312 11 

C -289 11 C -313 第 2 ~"i 

C -290 第 4 1M C -314 第 5 肘

C -291 第 5 柄 C -315 11 

C -292 第 4 If"i C -316 SE052井戸)1:側J:fRJ-_ 

C -293 ベルト第 4-7Jivi C -317 11 

C --294 第 4 h~i C -318 SX 083滋ち込み盟十:

C -295 ベルト第 4-7Jr'; C--319 11 

C -296 第 4 h"i 
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表-22 C地区出土占銭(1)

遺物揺り 銭 l'i名 初鈎年 字体 背 文 出 土 地 点、 直径(四回)

C-320 開フじ通宝 唐 621 主主将 一 SE054井戸跡上面土崎町埋土内 23.9 

C-321 " " " 11 人 SE052井戸跡埋土内 24.4 

C-322 M " 11 11 " 24.4 

C-323 " " " " 第二府 23.6 

C-324 " " 11 11 表土 24.4 

C-325 11 11 M 

" 表土 24.1 

C-326 至道元宝 北宋 995 府1i?? 表土 24.9 

C-327 符二符元宝 北*1008 中皆ill 表土 24.1 

C-328 11 " " " 第 て1("; 24.7 

C-329 " 11 " " 表上 23.9 

C-330 " " 11 11 表士 23.8 

C-331 " 11 11 " ョ長上 24.0 

C-332 伴符通宝 北宋 1008 中皆丹 表土 25.2 

C-333 天絡通宝 北宋 1017 階r.r- 第五削 25.7 

C-334 天盟:7じ宝 北宋 1023 築哲 第一肘 23.9 

C--335 " " " " " 25.0 

C-336 " " " " " 24.4 

C-337 " " " " 脱乱制 24.9 

C-338 11 " " " 友二上 23.9 

C-339 虫宋.ii!1宝 北宋 1039 府í'~ 第三1M 24.0 

C-340 " " " " 第四附 25.1 

C-341 " " " " 表土 23.9 

C-342 " " " " 表土 24.5 

C-343 " " " " ぷ t 24.0 

C-344 " " " 家計 ぷ土 24.4 

C-345 " " " " Jf<.土 24.5 

C-346 " " " " ぷ土 24.2 

C-347 " " " " 第 三1M 23.0 

C-348 至和]Jc宝 北宋 1054 格予干 表土 23.8 

C-349 治平J己宝 北宋 1064 築出 SE051 井戸跡埋上内 24.1 

C-350 治平i必宝 北宋 1064 隷1!? 表土 25.3 

C-351 成lfljじ宝 北宋 1068 指l'i TO-TQ55ラインベルト内 23.7 

C-352 " " 11 " 第ニ同 24.4 

C-353 " 11 " " 表土 23.3 
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.&. 23 C地区出七占銭(21

.irt物需り 銭 1'i名 初鈎年 字体 文 11¥ 地 J~'.~ u'(1王(mm)

c-354 黒毒ijじ年 北~ 1068 祈t? .&.卜. 23.8 

C -355 11 11 11 11 ぷ". 23.9 
一

C 356 11 11 11 11 1< r. 23.0 

c-357 11 11 11 3E11? SE054 Jt.) i跡上面七峨坦IJ:内 24.2 

C. 358 11 11 11 11 .k 1: 24.2 

C ii: ~~.it皇官 北米 ii ~~ 1、ml必14~"Í七
一一一圃『

359 1078 25.4 
一 トー

C 360 11 11 11 11 25.7 

C 361 l?ー第ー :.k"j ーー-
-・ -園町・・晒イ

11 11 11 11 24.7 
咽剛関岡田‘イ

C 362 11 11 11 1/ 炎上 23.1 
ーー・・・・ー・.，

C -363 11 11 11 張，I} !.ii hhγi 24.2 
一

C -364 11 11 11 11 ~i :_}f"j 24.7 

C-365 11 11 11 1/ ぷ1-.
23.司8・圃・・ー吋

一C-366 11 1/ 11 11 ぷ 1-. 24.1 
一

C 367 Jじ給過宝 北宋 1093 行'J TR -TS55ラインベルト 24.8 
一C 368 1/ 11 11 11 第 -.h"I 24.4 

c-369 1/ 11 // 11 4史上 23.8 ._-
C 370 紹盟冗宝 lt 宋 1094 来m 第円肘 24.0 

C-371 ~宋冗宝 北 514 1101 行啓 '?IW41'凶 24.1 
一c-372 11 11 11 3長~ 表 1: 24.5 

c-373 1/ // 11 1/ SK059盟穴状j削時四 t内 22.8 

C-374 1/ 1/ 11 11 >>.仁 24.2 

c-375 大観通宝 北米 1107 給戸? 第 三肘 23.5 

C 376 政和通宝 北禾 1111 3長官 第壬肘 24.7 

c-377 淳黒フじ宝 南宋 1174 申告書 十五 ぷ上 24.3 

C 378 嘉定通宝 雨~ 1208 指m 第 二肘 24.1 

C-379 至大通宝 ヌじ 1309 衛官 SK059嘩穴状遺稿煙土内 24.8 

C-380 洪武通宝 l悶 1368 構担? 第:.IIV; 22.8 

C -381 // 1/ 11 1/ >>. 1-. 21.4 

C 382 11 11 11 1/ (一銭か'?) 4長k 22.1 

C伽 383 11 11 11 1/ >>. r. 23.8 

C 384 /1 11 11 1/ 炎上 22.9 

c-385 " ・・ 11 11 11 >>'1二 23.3 

c-386 11 11 11 11 ~ r. 21.5 

c-387 11 11 1/ 11 判読不能 表 t 23.6 
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ぷ 24 C地区:1¥上lli銭，(31

jft物係り 銭円名 初鉛 11: -子体 1'f 文 11¥ r. 地 点 ぜ(筏(mm) 

C 388 供武i必ri~ l別 1368 fI'r I 'r- SE055J1:Ji跡開上内 23.2 

C 389 IÌ<.楽通I~ IVI 1411 桝，1; SE052J1:}i跡内1:内 22.8 
トー

C 390 N N 11 11 第 '.h'1 211.8 

C 391 11 ;竺I; 炎上 25.0 

C 392 11 J<I'. 1 24.6 一一 寸
炎上C 393・ 11 " " " 25.0 

一
C 394 11 11 11 11 炎上 24.6 

トーー トーー

C 395 11 11 11 11 ぷ". 25.2 
トーー トー ー

じ 396 11 11 11 11 P. 1'. 24. ~J 

制j 鮮
ト 一 ー

C 397 朝鮮i必宝 1423 fl'r1!J )-< 1: 23.5 
ト・ーーー 一一 ー

C 398 11 11 11 11 炎 1'. 23.1 
ー .開 トー 一
C 399 克lI<.i凶宝I~!1Ì<.13 1636 階5 炎上 25.0 

400 1 
ト一一

C 11 11 11 11 1<1'. 23.0 
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表-25 E 地区住居跡一覧表

号数 If~ 官r~‘ 
規 fP;( m ) カ マド

悶t粍 性穴 制Ii
東西南北 位 置構 造

J5 

160 方 庁芸 5 4.22 東 (中央)I粘 土 有

161 方 jf~ 4.72 4.6 南(酋寄り )I粘 土 ヰf 有

162 長 If~ 4.88 3.1 東(北寄り ) 平自 イ二 無 S 1171と議限

163 方 形 4.1 4.56 東(雨寄り ) キ占 ィ ;有 ヰI ;ri立:H

164 方 Jf~ 4.2 4.56 南(西寄り ) キ~i イ二 11' 1i 

165 }'j 形 4.7 5.08 南(来寄り ) キ~i ゴ : 無 S 1170、 176と重版

166 }'j If~ 5.02 不 I珂 粘 土 量If.

167 方 責主 カ 5.1 5.2 南(東寄り ) 粘 土 S 1160とif{桜 ".側協
、三!を点:H:

168 〈カマドのみ〉

169 方 形 3.8 南ou寄り ) 粘 土 有 九l必j訓î~if~百五i.H:
一一

170 南(西寄り ) 粘 土 S 1165、176と軍政

171 方 Jf~ 5.1 4.4 不 明 粘 土 有 11 S 1162、172と亙桜

172 方 Jf~ カ 不 明
S 1164、 169、 171、 181
とヨH反

173 〈カマドのみ〉 粘土

174 方 形 13.04 2.86 東(北寄り ) 粘 土 無 土日Iti総習を文村:

175 方 形 3.04 3.14 北東コーナー 粘土 S 1165、 170、177と瓜桜

176 長方形 I4.8 3.26 南(西寄り ) 粘土 有 ヰT S 1176と虫干u
一一

177 方 形 3.6 3.5 不 旬] 無

178 方 Jf~ カ 5.3 不 明 包正

179 不悠円形 7.2 6.8 南 (中央) 粘 土 鈍

180 

181 方 形 4.64 4.4 東(北寄り) 粘 土 無 S 1164とE絞

182 間丸方形 4.1 4.8 来(南寄り ) 粘 土 無

183 方 背3 3.42 3.08 東(北寄り ) 粘 土 有 有

184 方 Jf:ラ カ 3.52 不 f列

185 胤丸方 i杉 3.6 3.9 不 i明 無

186 不 I珂

187 方 1移 3.5 3.7 来(北締り ) 粘 土 無 有

188 方 形 2.47 無 イi

189 方 形 カ 4.16 不 明 無

190 〈カマドのみ〉 不 明 粘 土 S 1191と重桜

191 不務方形 4.7 不 H月 S 1187と重桜
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図版 1 上遺跡近景 (北から )

下 昭和52年度分布調査状況 (北から)
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図版2 1: A 地区全対 {.!Uから) 下 S T009， S D037 (阿から)
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図版3 卜 S0040 (市から) 下 S 0040 (南から)
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図版 5 上 B地区 SX043全長

下 SX043遺物出土状況



図版 6 SX043犬1't:1¥1:状況



図版 7 SX043泌総出土状況



図版 8

S X043ド駄目lト'AAi比



図版9

SX043 木製 I~II， H~土状況



図版10 t 第 1ji'.U1i耐令j;t(1材から) 下 第 2遺精面会対 (市から)



図版11 上第3遺構而全対(北から) 下 第4遺柵而i全対 (北から )



図版12 1: S E051井戸跡 (北から) 下 SE052井μ跡 (uくから)



図版13 上 SE053井Fi跡 (米から) 下 S E051， 053， 054井戸跡 (北から)



、

函版14 上 S E054 1t-}I跡 (北から) 下 SE055井戸跡 (北から)



図版15 l: S E055 )I:} i跡似り )j 下 SE056井戸跡(両から)



図版16 1: SE057JI・Ji跡 (点から ) 下 SE058井戸跡 (丙から)



図版げ 1-_ S E058 JI:ri跡-Jt-筒下 S E084井戸跡 <.!Uから)



図版18 I ・~ S E085 JFr'跡 (ItIから ) ド S E087 Jr-ri跡 (市から)



図版19 七 SE088nl i跡 (北か ら) 下 SE089}I:Ji跡 (市から )
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図版20 l: S E086井戸跡 (丙から) 下 S E 113井戸跡 (Jf;jから )



図版21 1:. SEl15Jt-，--i跡(，-Hから ) 下 SE 116井戸跡 (W:から)



図版22 1: S I 059 ~火状遺構 (南から ) 下 S 1 111竪穴状遺憾 (市から)



図版23 S B 110 ~鋭、.i:H:

住物跡 (.!Uから )

SX 108泌ち込み

H~ 上炭化;.j(:

ド SX062 

小鍛冶遺械
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図版25 ，-_ '-_1M jfi桃全長 (北から)

下下1M遺構全長 (北から)



図版26 1-. I ~府遺桃令j技術 ( 見〈から )

ドドj併j立f，Y.令jif耐 <w:から)

， 



図版27 上下層遺構全対北 (JUから )

下発!~!;品f4 ィ'f. J民~J;t (北Illjから )
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図版28 上 S 1凶O. 167，凶8住居跡 (北から)

下 S 1 161住1必勝 (北から )



図版29 上 S 1 162， 171住居跡 (東から)

下 S 1 163住岡・跡 (阿から)
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図版30 r. S 1 1制{i:J，';'跡 (北から)

下 S I 165. 170住府跡 (北から )



S I 165. 170. 176. 177 !U，';湖、

( ~じから )

S 1 166 !ì:'，サ跡(~じから)

図版31



図版32 上 S 1 174 (主防跡 (西から)

下 S 1 175 f主肘跡 (西から )



図版33 J'. S I 178 (i:肘跡(内.から)

'11 S 1 1 79 f U.~. U (，+-Jから)
ド S 1 179 fi:}.';跡 ( ~tから )
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図版34 1:. S 1 181 (iJu跡 (刊から )

下 S 1 183住肘跡 (I+Jから )
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図版35 上 S 1 184住府跡 (南から)

下 S 1 182， 185住居跡 (西から )
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図版36 1-_ S 1 Iお71i:'，';跡 見とから )

ド S [ 187 0:1，';跡 ¥~iから )
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S 1 188住民-跡

西から)

S 1 162住居跡カマド

imから)

S 1 J65住府跡カマド

(北から)

図版38



S 1 167 fU'}跡カマド

(北から)

S 1 169住居跡カマド

( ~ヒから)

S 1 169 f主肘跡カマド

(北から )

図版39



図版40

卜 50193，194構状j立仏 (附から )

下Jr.: 50193泌状追桃 (市から )

イィ 50193. 194泌状iiit仇(内.から )



図版41 上 S B 1921，属立柱挫物跡 (南から)

11] 造物出土状況

下造物出土状況

.圃・"

S B 192掘立住建物跡

S 1 164住居跡(馬の廿)I S 1 180住居跡

S 1 187住居跡 I S 1 182住居跡

S 1 164住居跡 I S 1 187住居跡
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図版42 A 地区:11土造物
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図版44 B 地区 SX043出七遺物
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図版45 B地区 SX043HI上遺物
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図版46 B地区SX043出土遺物
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図版47 B 地区SX043:i1上遺物
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図版48 8地区 SX043出 i二泊物
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図版49 B地区SX043出土遺物
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